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　　Abstract: In こthispart 2，the Cretaceous bivalve faunas distributing in the Shimanto Belt
of the Outer 卸d the Hida and Sangun Belts of the Inn昨Zones of the Southwest Japan,
玉nd　the　areas　of　Touhoku　ａｎｄ十Hokkaido　of Northeast　Japan ＼were　discussedイrom
paleo-environmental as well as stratigraphical standpoints. The shallow-marine conditional
fauna of the Shimanto Belt mainly appears on the continental shelf as the front arc basin
of theﾚShimanto subductional Zone. The lower Cretaceo〕us faunas〕of the Touhoku area of
the Northeast Japan divided intoづthe Thetian▽(Miyako, Oshima and Soma Groups)犬and
Northern-Thetian (so-called　Boreal fauna ｂy十some　other　authors:▽Choshi　and　Ofunato
Groups). Although the Middle Cretaceous (Cen心血anian and Lower Turonian) faunas
(Mikasa Group) of the Northeast Japan mayﾆbelongs to a member d Thetian fauna, the
Upper Cretaceous (Middle Turonian to Maastrichti臨)イaunas are characterized∧by the
Circum-Pacific fauna.!ｎ the faunas of the Inner Z皿e of the Southwest Japan, the Tetori
Group 6f the Hida Belt is undoubtedly relatedﾚ with the Monobegawa Group ｉｎトthe Outer
Zone of the Southwest Japan.犬The Toyonishi and KwanmonトGroups of theしSangun Belt is
deeply conserned to the Pre-SotoizumトGroup of the“Ryok♂Belt and the Nankai Group
of the Sanbouzan Belt. Basing above material mentioned i皿Ｏ Part 1 ＼ａ面 this paper, an
idea according　to　the evolution　of the　syphonate bivalves　belongs　to　Verelacea　was
proposed.　　∧　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
キーワード 白亜紀　二枚貝　四万十帯　西南日木内帯ト東北白本
ト四万十帯の=白亜系からjの二枚貝に関ずる報告1はj
紀州の湯ノ川層の汽水こ極浅海生貝化石てＮ能面
(松本・古松, 1982トＭｏ坤加ｍし1970)･,Ij･ 九州西姉
は四国に集中している1四国々は徳島県の南部桜丿
県宇和島層群の貝化石群ﾚ(Yehara, 1924ト棚部ﾕ,.･エ･=:=.･で
御荘の千ノヤ＼ラダス類∧(Noda, 1974)………ｶj.あ.jるjｶ:i::1万:
誉教授)ト=の精方的努力万によら=乙トかなり
からめぞれらぬ化石は甲藤〉･ﾚ＼田代◇(i9圧……1980)
田代･ﾉ甲藤(1986)･,･＼田代ほかﾄ(1981)なﾚどによ
四ﾌﾟ万十帯からのアン=ぞナレイ）に関する
(Matsumoto et al,1952; Matsumoto a㈲
四万十帯白,亜系の岩相め大部分は大陸斜面万･ズjt
るタ÷レビダイ下相とその間に露出ずる＼メしケ:=ンジ
場違いの陸棚堆積物の要素に富む汽水ﾆﾉ浅海生
石めほとんどはにごの陸棚堆積相から出でいるレレまレだ;]…………自,力
Ａ)･フタヤビダイト相め二枚貝化石十………万　………………I=.j.………1万万一
　ﾄ高知県の四万十帯白亜系=は仏像構造線の･南側に分布
禄に平行しレ北縁は高知南西部の宿毛子中付加盲土佐
を結ぶ線上に延びるレ甲藤べ1980)ｿは,犬こ画白丿亜系を
アンを主体とした北半部どｺﾌﾟ土アヅアン以降を主体ｿﾞと
に区分した十この両層群｡はダ÷ビダイ下相壱士汗水,る
の観点からは大きく異なっている｡……万大正層群の各大宰
の堆積祖からな力,犬各ユ平=ツ……ﾄに
川層群にはメ=ラトジ柑はなぐ,……全体的jには仏像構造総
付近で向斜軸をもう非対称の向斜構造を示して卜右レ
結メ今ｙジ,上西側懲は五色浜ﾉ(横波)……･安和∧（ﾚ久礼メ
ジ加ンゾ二丿の典型的jな構造＼(四万十帯サブダ丿丿ﾉ丿:
質体である．
新庄川層群は,=北から仏像構造線に平行=し
須崎層は半山層の上位にあ芯.が↓･……新土居層と
新土居層は仏
泥岩の互層懲構成された砂岩がぢのター心ずｲﾉﾄﾞ:
が途絶元犬る部分が高知県須崎北方,∧香我美町√＼徳
の三層かﾚら構成さ/れでいる．
強度のﾉｼﾔｱ=を受げ紅暗灰色
分布す右が√途中この分布に 芯丿執＼途中との分布
丿子ﾚの部分ﾉにﾚは汽水牛浅海生
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貝化石で知られる堂ケ奈路層及びその類似の地層＼（後述）が分布するト堂ケ奈路層からＵジしラ紀
末からアルビアンまでを示す貝化石が出ているが√新土居層からの化石は深海底を示唆する膠質の
殻を持つ有孔虫（安田in 田代1980)の産出が知られるのみで地質時代ぱ分からない．また堂ケ
奈路層と新土居層の境界はいずれも不明瞭であり√両者は同時異相の関係にあ=る可能性が強い.＼
　半山層は新土居層の南側に，新土居層に平行して分布する．木層は新土居層に類似した砂岩優勢
なタ¬ビダイト柑であるが暗灰色泥岩は比較的新鮮で√ﾄ葉理明瞭な岩相を示七，砂岩はクレーデイ
ンクが良く発達したアレナ不卜質の中粒砂岩が多く，/単層基底部には，しば七ば暗灰色泥岩の同時
侵食傑（パッチ）が観られる．泥岩は層厚数ｍ －10数ｍ，砂岩は数rｈ一数10mの範囲で互層するが
一般に下部ほど砂岩が多い．貝化石はタービダイトト形成時に同時に挙動したと思われるアツモナイ
トや二枚貝が数ケ所から知られて（詳細は松本1980),アンモナイトノによる地質時代はアプチアンー
アルビアンの範囲を示す．泥岩から獲られた放散虫化石も，この宍時代設定とは矛盾しない（岡村
1980).現時点では,/半山層からの二枚貝の報告はない．，須崎西方の葉山村付近の半山層からブロッ
ク状に取り込まれた径数ｍの厚歯二枚貝のメガロドンを含ﾉむ石灰岩塊が√土地心化石愛好者（葉山
村の山崎氏）によって発見されている．その含まれる化石や石灰岩め岩組は仏像構造線を介して北
側に分布する三宝山帯の上部三畳系メガロドン石灰岩そのものであるよこの石灰岩ブロックの流入
の時代は，この岩塊を含む半山居の部分を走行方向に東側に延長させると土佐市浅井や新居付近に
延び，そこからはいずれもアプチアンを示すアンモナイトの報告がある．この事は北側の三宝山帯
の基底部付近に集中しているメガロドン石灰岩の部分が，アプチアンには既に半山層中めタービダ
イト相に流れ込むような位置まで上昇していなければならず，その場所は半山層の堆積場の近くに
あったことを意味する．　　　　　　　　　　　　　　十‥　　　　　　ニ　　　　　犬　犬
　須崎層は半山層の南側にあり，その境界は漸移する関係に/あるが,:その部分に挟まれる一層の厚
さ数ｍ－iO数ｍの海底チャネル状堆積相と思われる拳大一大豆大のチャートを主とした亜角疎・亜
円疎からなる陳岩層をもって便宜上須崎層の基底とざれているレ須崎層は,＼須崎南方から土佐市宇
佐南方にほぼ東西に延びる浦の内湾の中央付近を軸に向斜構造を示して/いるが√浦の内湾の南岸の
横波半島との接触部分で，横波メランジ相と断層関係べ？）で接するL　　　　　　　ト　　　ニ
　須崎層は暗灰色泥岩優勢な砂岩・泥岩互層から=なるタービダイト相である．下部には砂岩がやや
優勢な部分があるが√上部は泥岩断然優勢な地層に代わり√し厚さ10－50m規模の赤紫色泥岩が数層
順に挟まれている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　貝化石は宇佐東方荻崎の本層下部の泥岩からアンモナイトニ（Ｍａｒｓhalitｅｓs皿）の破片が知られ，
須崎西方の樽ノ滝付近の本層中部の泥岩からは厚さ5cm径80血くらいめレｙズ状に形成された貝化
石密集層が産出している．その化石は，いずれも破片状の標本で，種め同定は出来ていない。
ＭｅｓｏｒｒiAiｒtｅａ,　Ｓｏｌｅｍ＾iaなどの二枚貝としては比較的に深度のある海底に生息する属で構成されて
いる．同所的に産出したアンモナイに（ＳtｒicｚｆｅａｉｃＯａｐｏｎｉｃａ）ﾉや下部のアンモナイ=ﾄから本層の
地質時代はセノマニアンが示唆され（松本1980;田代　1980),暗灰色泥岩や赤紫色泥岩からは保
存良好なセノマニアンでを示す放散虫群が産する（岡村1980)レ・･･　．．．･　　　　　　　　･．　．．
　この須崎層に極めて類似し，産出する放散虫化石も須崎層と同じくセ/ノマニアンを示す地層は愛
媛県宇和島地方の仏像構造線の南側で，上部白亜系＼“宇和島層群”しよりも北側に分布している./∧こ
の事実は宇和島層群の地質構造学的解釈に重要な資料を提供していると考えられjるレ　　　　　＼
　新庄川層群は基本的には,大半山層が砂岩優勢，須崎層が泥質岩優勢に新土居層が北側で比較的に
砂岩優勢，南側竹は泥質岩がやや優勢な，いずれもタ←ビダイト相である．北から南に半山層を追
跡すれば，その上位は須崎層へと漸移する関係にあ＼り，現在め須崎層の分布地域の下位に半山層が
存在するとは限らず，むしろ北から南ヘスロープベーズン上部の粗粒堆積物からなるタービダイト
　4……万‥‥‥‥=………………万高知大学学術研究報告乙第群巻二………(1994年=)に=…………:自丿然科学∧くﾔ………=ﾚﾌﾟﾔ=………
I
……………lj=………………………
　相て半山層)かソら大戸÷プペ¬ズ:ン下部かﾚら海洋底仁近卜深海性=の殆古石灰質物質を含まﾉなくﾕし):泥質
　堆積物か/ら/なる/タ十ビjダイト組∇(須崎層)……と,ニアプチケレか岑七=ﾉ]ｿ=ヤy≒万jﾅy{と
。陸斜面から海洋底に向からて一変移しでい]ぐｹﾞ岩相変化を観察七＼でいるﾉ可能性があ………る=
4
ﾆ。j………＼………＼＼……:万
新土居層にづいて･も:ほﾚぼ同様なこ二者が言え
万挟入が比較的少ないくごｽとや,〉砂岩め量が多がﾚこぺ
を見ている可能性があjる=.十その時代は現時点帽
と同時異相の関係にある=:とすれば√ジｋ･うト紀末
［tＯﾄ須崎層と重なる鍔時同層のﾉ部分が存在する‘ﾆ須崎層と重なjる撰|時同層の:部分か存在する事jにﾉなｿﾞ乱ﾔｿﾞﾉ……ﾂ……=∧……=……=ﾚJ……∧ 日…
…………:ﾄy
大正層群のタサビダイト相の貝化石∧……=　六白y:∧ﾚj………＞ﾌ……十………ﾚ……し･∧……(ｹﾞ………ｹ……ﾉ万ﾌﾟ…………:………万一
．
大正層群φタ十ビブイ下相を示す地層は北かﾚら下津井層万ﾚｿや:===ﾆ窪
I
J°!=jJ:|=;層
I
=j
I:･中J;
層と:もに南側が下位で上部と下部は幾分泥岩が
川層が最も砂岩組に=富む．また何Iれj･.の地層も
アシケヅ付近から始ま〉り上部はｶ:つずニ=ケン
シア：ンも大部に含んでいる.∧これjらのj3層
石はいずれも=イノ∇ゼラムス類であり;………本邦のと=く
セ＼多水ズ類は十般φ二枚貝類よりも深度lの大き=ﾘ
か,∧1992; 田代講か√19叫など),……斜面堆積相)と考えﾄられ蕃大j
機会右他の且類よ洵:高トと言えようi……　…………=.ｿﾞご………j=l……:=1<:……j………j¨=…………=も他φ貝類より:高いと言えよ､う; … 　
上大正層群のに=タービダイト相中にも､=大正村西
近の河原の窪川層中にブロッグ状の径数雌十数1（
三宝山層群の岩相に近いも＼のでに恐らくオリス＼ﾄ
Ｂ･)…………メラ＼ンジ相中の貝化石…………………………=…………万.･･1=..゜j=.
　現在＼までに知づら=れるメ＼ラ………ｙジ中め宍貝化石は,……
I一新.･庄
る横波メプ:ンゾジ分布域め竜崎と池浦か……ら採集され==だ
I=
(1974)によ⑤で報告のあ差石灰岩小塊中＼の＼？Ｌｉｍａ
殼表はかな=肛摩耗しでおり=，ﾄ外形や膨石私゛ﾚﾉ僅力i:K]
と‥I.　ｕｉｏａｊｉｍｅＴｉｓtｓであ/ろ=う本思われ蕎･.,ご･ﾃﾞ平田=ヰノ?μ
言及不能であﾉるｿｲ＼ノ々ラふ･スから:はヂム＼白子ア]シレ
トリヅクズは放散虫化石かレらはマストリtニジケソとノ
体の子ﾉ六社ﾉﾌﾟ:ムレズは√メランジ中の＼ﾀ十ピダイ下相
こ＼φメデンジ相の北側の須崎層にjはチニ白≠す<シ以
に近い岩体から供給さyれた物や有ﾉろう∠…………ト…………く万…………=
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Ｃ）　四万十帯の浅海生動物相　　　　　エ　　　．．　・･
･．　　　・．　　　・･．･･．　･．．．　　　．･．･．
ａ）　前弧海盆堆積相　　　　し　　　　　　＼　レ　十　犬六十　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　高知県須崎市北東の仏像付近から須崎市北方堂ケ奈路付近に,し仏像構造線の南側に沿づて東西に
分布し，南側は半山居と断層関係で境され，汽水ブ浅海生貝化石や三宝山.:鳥巣式石灰岩めブゴッ
クを頻繁に挟むやや泥質岩優勢な地層を堂ケ奈路層と呼ばれているて甲藤上1980 :＼再定義）．堂Iケ
奈路層は，その分布の位置関係から新庄川層群のメツ=ﾉｸﾞｰと七て取り扱われているが，新庄川層群
の主要メンバーの半山層や須崎層とは.かなり異質め地質体である．仏像構造線の模式地域でもあ
る須崎地域かこの堂ケ奈路層に共通あるいは酷似する地層には,‥高知市東方の香我美町から大栃に
至る地域や，徳島県の桜谷地域（東明1958)にあ,るレまたy紀州の湯ノ川地域湯ノ=川層(Nakazawa
etａし1979)やレ赤石山地の厚歯二枚貝産地（大久保や松島, 1959)トも恐ら:く堂ケ奈路層類似の
地層であろう．　≒　　　犬･．．･･･．　．･･　．･　　．･．･．　　･･．･．･･　．．･．　　･･．　・．･･．　　　　　．･．．･　　･.
堂ケ奈路層およびぞの類似層は東西方向へ連続して観察=されることはなく，仏像以東や堂ケ奈路
以西では，そめ位置に新土居層が分布する．これまでの調査では同々地域に堂ケ奈路肩と新土居層
が同所的に分布しているところはないようである.＼ま:だ堂ケ奈路層と新土居層の境界付近|こはいず
れも明瞭な岩相変化は見られず，漸移的と思われる地層が存在する．　　　　　　∧　　　　△
　　　　　　　　　　　　Species
●　　● .　◇
Ｎｕｃｕｌａｎａ（ＰａｒａｅｓａｃｃｅＵａ）ｙａtｓｕｓfiiｒｏｅｎｓiｓ
Ｃｏｓｍｅtｏｄｏｎ　i几打ａtａ　　＼　‥‥‥　‥‥‥
Ｃａtella（ＴｏｒｉｎｏｓｕｃａtｅＵａ）ｆｅｕｍａｍｏtｏｅｎｓiｓ
Ａｇｕileｒella（Ｙｏｓｈｉｍｏｐｓiｓ）ｎａｇａtｏｅｎｓiｓ＼
Ｇｅｍｅｌｌｉａ ｆｏｒbeｓｉａａ＼　十　　　　　　　　　し:
Ｅｎｔoliｕｍ　;ｙａtｓｕjienｓｅ　＼　　十上　　＼
Ｓｏｍａｎｅｃtｅｎ　ｋａｍｉｍａｎｅｎｓiｓ＞　　　‥‥‥‥‥
Ａｅｑｕｉｐｃｃｔｅれｕｕｌｇａｒiｓ　　　＼
λ. sp.　　　■　　■　■　･･■･･
Ｎｅｉtｈｅａ ｆｅｏｃｈｉｆｉ几ｓiｓ十＼　　　　ト　＼　　　よ
Ｎ.　ｍａtｓｕｍｏtoi　　　　　　　　　　　　＼
Ｎ-　ａｍ.ｎ.ｎ､ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　＼
Ｐｉｎｎａ ｃｆ. mittｓ　　　　　　　　　　　　……
Ｐｌｉｃａｔｕｒａ Ａｉａtｓｕjieaｓｅ　　　　　　　　……
？.tａｆｅａｋａｓfiii　　　　　　‥　　　　ニ　：
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△堂ケ奈路層四模式地付近で:は√半山層と接す
巣層群に特徴的な浅海生貝化石ﾄ(佐川め谷地や
の相＼当層に産出する種群)＼が産七,〉北に向かうﾌ
群型の汽水生貝化石群=＼(バレミア■ y orダケプチ，
像西方屋寺付近(中部こ)○からは南海層群荻野
『甲藤:，j田代』979①田代ほか………1981),さら1こ上ｲj
群しj(ブプチアン吋ツルゼアヅド(Ｈａ姐面and
線近く(最上部?｡)トには厚jい暗灰色泥岩かおり:↓……Ilj万｡゜万
＼鯉川の汽水生動物群は,＼山口県=の豊西層群ぐ)
川(バレミケン),‥屋寺付近ト(デルビデシ)ﾄかﾚらﾀ
見かけ上南か/ら北へ丿連整合に重な:う/ていくる;よくう宍
複数の走行方向の断層仁切石れていﾚる可能性もこあ
鳥巣式め石灰岩や三宝山酷似の石灰岩ブロ丿ｸﾞﾚ
般に北半部に集中七でい右ようTに思われる．ま
』-〃-■■■㎜■w■.'●　-●-■■　　■　　■■■　　　■　■　■　　　　　■■
れ七いるが,トぞの岩体から得こられる散散虫化石才
同くしもめT右あ巻=(青木・田代……198=2).‥‥‥j………
＼紀州の湯ノ川層jの貝化石は模式地域の屋寺ん:
れぞれ共通してい1る．赤石からの厚歯二枚貝幡
:溜水層以鯉川産の堂ケ奈路層貝化石群jと右共通
貝化石群は,ﾚ三宝｀山帯め南海層群や領家帯丿d
も似て万いる.つ　＼　‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥　‥‥‥
＼堂ケ奈路層おﾉよび:その相当層め分布地域乙は，
三宝山石灰岩の分布が途絶えた裡に不明瞭な奥
究者によってまちまちであﾉるた/めレ三宝山帯り
の複式地域の須崎から高知県佐川〕にいたる地域では;]
……ﾄ岩かﾚら，鳥
巣層群及びそ
iでは√－
頃繁に挟ま
ら]沓群集と
ば特徴的な
の位置が研
:yjるj.ﾚ仏･･像構造線
から始ま
日本の白亜紀二枚貝層Part 2 (田代） 了
り，上位に斗賀野層・鳥巣層群と重なっている（松岡1987).∇この関係は，この地域より西方の高
知県葉山村一東津野付近T芒も同様である（平ほか1979).上鳥巣層群と斗賀野層を含む三宝山層群の
関係は，不整合または非整合と解釈岑れているため,レジュラ紀後期から白亜紀初期どされる鳥巣層
群の下位の三宝山層群は，ジュラ以降と言うことは有=り得ない／七かしながら,し通説として三宝山
帯は白亜紀初期のメランジ帯であるという解釈がなレされているト三宝山帯の北側め鳥巣層群・南海
層群・外和泉層群すべてをメランジ帯構成の岩体とみなし七はじめ七，その解釈は成り立つであろ
う．そめ考えに立つならば四万十帯北帯新庄川層群の主要部分をしめる三宝山石灰岩を含む半山層
や・三宝山I･鳥巣式石灰岩を含む堂ケ奈路層をも三宝山メプランジめヤ部と見なさざるを得なくなる．
さらに外和泉層群をもその範中にあるとなれば，四万十帯の北帯全域をも含んでしまう．古生物学
的証拠を無視した議論と言わざるを得ない．　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　‥‥‥
三宝山帯に白亜系が存在する証拠とされた地域の高知県香我美町付近は，この:堂ケ奈路層の一部
で有るﾆ=ことが分かってきた．三宝山帯と称される地域のなかで，三宝山石灰岩φ分布地域以北や，
この石灰岩の分布が貧弱な地域で，しかも鳥巣層群‥･南海層群ｉ外和泉層群の存在が確認され七い
ない地域からも，白亜紀を示す化石（放散虫）が出ﾉだとしても鳥の巣J･南海・外和泉層群の何れも
白亜系なので，それらの白亜系とは隔離された地域の白亜系だどの確認がないかぎり，それを根拠
に三宝山帯を白亜紀のメランジ帯と決めつけることには多くの疑問を覚える．　　　　∧
　ｂ）　上組層　　　　　　ｊ　　し　　　　し　　　　△　　　　　　犬　　　　　　し　　……
　高知県香美郡香我美町付近に分布する上組層は，堂ケ奈路層およびその相当層や新土居層の分布
地域と重なうて分布する上部白亜系である．構造区分上は新庄川層群の位置にあるが，他地域φ類
似層を含め独立した地層群と考えたほうが適切でぱないかと思われる．その上組層や上組層に相当
すると思われる地層として紀州の寺ソマ層が知られている√堂ケ奈路層の模式地須崎市堂ケ奈路の
西方にもイノセラムスを産出する泥質岩の存在が，地域の化石愛好者によらて確認されているど言
う情報があjる．これらの地層からめ貝化石は何れもイノセラムスを主と＼している．　　　　六大
　上組層は層厚約350 mの泥質岩優勢な地層で,ﾆ下部は暗灰色の分厚い泥岩層からな/るレごの泥岩
中に発達した厚さ2.5m,幅（径）３ｍほどのレンノズ状の部分から多量のイノセラムス化石が採集
されたﾚ（青木･y田代, 1982)レ殆どＭ"ytiloideｓ属の種で紅り/√周辺からは稀にＰａｎ;ｃむｍｕｓｓiｕｒａや
Ｎｕｃｕlo.ﾉ類が産出している．こめ化石層の泥岩には浮遊生有孔虫も見いだjされていて（高柳√1980）,＼
その地質時代はほぼ正確にセノマニ.アン後期－チュロ４アン初期を示している.し本層卯中部は泥質
岩優勢岬砂岩・泥岩互層を示す約層厚70mの範囲で下位から順にＩｎｏｃｅｒｄＴＴＵｉｓ　ｕｗａｊｉｍｅｔiｓiｓレｌ
ｍｉｈｏｅｎｓiｓ,　I.　ａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓが出ているめで，この範囲にチュ平耳アン後期－サントニアン初期ま
でが存在する．上部層は再び暗灰色泥岩層に代わり，ぞの北限は仏像構造線に切られ，三宝山帯と
接する.j上部層からの化石はまだ出ていない，しかし青木・田代(1982)の地質図でにﾉこの上部層
周辺を三宝山帯の一部とし三宝山帯が白亜系ではないかと言う意見があるが,＼筆者の観察ではその
部分は堂ケ奈路相当層か上組層の一部を見ていると思われる．ト　　上　十　っ　　　　…………=ﾚ
　紀州の寺ソマ層のイノセラムスについては松本・吉松(1982)による詳細な報告がある．寺ソマ
層の岩相やその産出化石は上組層の中部付近のものに酷似する.‥須崎市堂ケ奈路付近の堂ケ奈路層
の上部（北部）の仏像構造線に隣接する付近には,=ﾉ分厚い暗灰色泥岩がある．見かけ上連続して見
えるとの泥質岩（甲藤ニ1980では堂ケ奈路層上部層）と上組層の泥質岩層は,上化石の証拠がないか
ぎり:殆ど区別が出来ない．上組層も模式地香我美町付近では堂ケ奈路付近同様に堂ケ奈路相当層の
北側に分布するが，その境界付近は露出が悪=ぐ両者の関係はよく分か=らないレ地質時代から見れば
堂ケ奈路層はアルビアンまでは確認されているので，上組層がセノニマニアン以降jとすれば,=両者間
８にはぞればど時間の間隙はないと思われ=るこま犬
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たが,……田代(1980)∧は有岡層の暗灰色泥岩部かﾚら=古
した.………最近√◇有岡層の分布範囲には白亜紀を示す有
する/ごと＼が報告され,……=有一岡層と百笑層の関係は,ﾚ]yJｻ十
分布し,……地域によらくては,……そ.の分布が繰町返ﾉし露石
1991)∠＼十　　犬十＼……ノ]………………万………1………万il:に
＝有岡層は高知県中村市かﾚら宿毛市へ延びる中筋低
大正層群)とされて,いるが,犬ﾀ:ヤビダイyト相を主体七
村層とは全く異なっ大岩相･北石組を=しめす／そﾚ○
灰色タゾル¨卜岩の/厚い層が不規則に交互する岩相か]ら
十暗灰色泥岩の分布地域の＼2地点=(中村市東方ｙ中
を呈するﾚ玄武岩√∧チト４ﾄ，=珪質赤色泥岩なｻどのﾌｵ
ている.＜この=泥岩の分布地域φ十数が所からカノンバ
石採集が報告された/(岡村, 1980)√ﾚまた中村市西=lj
が少なく√そめ中jに√含まれ=]る化石が深い海底に生
プラレの生痕化石から曹石石灰岩塊があ＼り,〕.□周=･辺.め.泥
岩は，ﾉ石灰質以外め残査が多jく←希の単に硫化物ソが
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ニや二枚貝化石が含まれている.犬また,＼宿毛市胤
　＼めみφ密集岩塊も含まれて･いる:．大型化石によﾉ
　　ﾉｼﾞｹ＼ｙまﾅ口を含んでいて，カグンド平ア丿を示す
:シアンを示ず化石:は北側jに多くﾉ報告さ宍れていで,＼
浅海域を示す群集が見られる,……し･力ゝし.これら=(Z
大型貝化石の属ｙ＼種φ数は,上中村市側よﾄりしも宿1
(田代1980).ｲﾋ石種は殆ど和泉層群や姫浦層群ﾑ
貝化石群集のものしに近い.‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　‥‥
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有岡層の暗灰色泥岩層は，メランジ相の特徴を示している．その基質の地質時代が力1ンパニアンー
マストリヒシアンを示している点では，大正層群のメラヅジ相＼（安和・横波・久礼？奥津のメジン
ジ相）と共通するが，緑色岩類の産出頻度が極めて少ない点々異なっているト岩相は圧砕を強く受
けた部分を主とするが，部分的には佐田石灰岩周辺のように比較的弱い部分も存在するに恐らく
メデンジ相上相部の特徴をしめしていると思われる．なお佐田のＴｈ-ｙａｓiｒｃしﾄ･Ｓｅｒｐｕla石灰岩は,万ト
レンチあるいは，斜面堆積相中辻発達した現生のyｼﾛｳﾘﾚ貝のコ･ロニー化似た群集を形成していた
ものこ思われる．　　　　　上▽　　　　　ノ　　　　十　　犬∧●●●　　　　　●●　　　１　　／　　し
　有岡層の海生大型化石を含む暗緑灰色シルト岩層は,犬こごの岩塊の周辺部はかなりの変形を受け
ているにも拘らず√含有:される貝化石は保存もよく√全く変形されていないトまた化石によって示
される地質時代は，暗灰色泥岩層とも√ほぼ同じ年代を示しているレまた，陸棚の生息環境範囲で
考えられる極浅海域一浅海域一沖合域を示す化石群が，それぞれ独立して産出する所や,十それらが
混在して産出する所もある．マズトリヒシアンを示すと思われる化石群ほ老後者の頻度が大きい．
恐らべＴｈ'ｖａｓiｒａコロニー状群集からはぎ取られた=と思われるThンａｓiｒａ密集ブロデクレを含む部分
も後者の産地周辺にある．　　　　　十　　　　　．・．･．．　　･･．・･･　　．･・　･．　．･．･万　＼
　有岡層は基本的にはサブノダクションソフンのメランジ相であり，恐らく，この含大型化石暗緑灰
色シルト岩は，未固結か，それに近い状態で付加体形成と同時進行中の極浅海域一浅海域の堆積物
が,＼斜面あるいはトレンチヘと，一部途中の堆積物を巻き込み，あるいははぎ取りながら，運び込
まれて出来た大規模な同時性オリストリス相で有ろ：ケと考えられる．十　　　十　ニ
　この場合，これらの大型化石が何処から運ばれてきたかを考察する必要がある．化石種群は和泉
屑群に近いものとしても，現在の和泉層群の分布地域からは√途中に三波川帯・秩父帯･.三宝山帯・
四万十帯北帯があり，有岡層が直接に和泉層群と関連した堆積盆であったとは考えられない．有岡
層に隣接する白亜系には九州大分に広く分布する大野川層群がある／しか七大野川層群の堆積はす
でにサントニアン後期には終了しでいると思われる(part①参照）ので,‥直接連続した堆積盆と
は考えられない．しかしながら,△大野川層群の堆積盆の終演がローカルな地盤上昇によると考えら
れるのでレサントニアン後期以降の大野川堆積盆は当然太平洋側に移動しているはずであり，有岡
層の分布が四国四万十帯の西側に限られ，とくに大型化石の産出が中村市側よりも宿毛市側に偏っ
ていることなどから，有岡層の含化石岩体ぱ四国の西方に起源を持つ物であることが推定されると
すれば，大野川層群の堆積盆が移動したと予測される位置近くに，有岡層の含大型化石岩塊の供給
源が存在したことが説明できる．ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　‥‥‥=
づｄ）　宇和島層群I　　＼　　　　　　　　　　　レレ　　　　上　　　　ノ
愛媛県宇和島市周辺に分布する宇和島層群の貝化石群についではYehara (1924)白以来，数多く
の報告がある（寺岡ほか, 1986; 1975; 1980 などλ　ここでは筆者自身の化石採集による記録や土
地の同好者より提供された情報や,ﾄこれまでに研究・記載された貝化石群の報告，高知大学生によ
る数編の卒業論文のデ¬ターを基に，宇和島層群の貝化石群を考察するレ宇和島層群め基底を宇和
島市の古城山層付近と考えるか，宇和島南方の近永付近までを含めるか，研究者によって異なって
いるが，ここでは，宇和島市周辺から報告されている浅海生貝化石を含む地層群を，纏め|て記述す
る．　　　　　　　　　　　犬　　　　　　●●●●　●●●　●●　　　●●●●　●＼　　　ト　　　　□　＼
　大型貝化石を産出する宇和島層群は，産出化石の地質時代が古いほう=から順に小倉層＼・天神坂層・
成川層・古城山層・石引層・寄松層・水源地層と区分されている．このうち古城山層以降は整合関
係にあると解釈されでいる．ここでは，古城山層以降を狭義め宇和島層群としてまず記述七，あと
で，その周辺の宇和島層群相当ないし類似の地層（広義の宇和島層群）:……4こついて述べるト
10
狭義じの宇和島層群………ﾚ:……j　………万…………
宇和島市の中央に位置する古城山ふとそめ
和島層群と呼ばれていた.し地質構造=区分では
海生の動物群化石を産出するこごとTさﾉは四万十帯
貝化石にづいTど総括的に整理さｹれた報告jとこしで√
で貝化石が多産する狭義の宇和島層群の分布範囲
トニアヅ……(？)力i確認:出来右ﾚ＼古城山の西方の多
化石愛好者ニ(水野ｙ:岡本雨氏)ﾆにょづて採集‥さよ
Ｇりｃ*yｍｅｒiｓし口砂り加尚尚丿分尚尚/やＬｏ即犬JQ
∧古城山周辺の古城山層の岩相は,∧基本的:には砂
下部で砂岩優勢√上部ヤ泥質岩が優勢の地層で4j……
体はレＩｎｏｃｅｒａｍｕｓｕｍａｎｍｅｎｓｉｓのコ＼口≠→状聊
層であニり,:……そ･の中に厚さ数cm≒数10?程度のｿﾞﾚｔ
海生=・万公海生め動物群が混じﾉり合い√ﾉ殆jど二枚｣ﾝ
ｲﾄ･相形成時のスラツプ組に発走=した流れ込みt
　卜凶可血回廊璃ﾚﾚその化石密集層の構成丿丿考千
山では殆ど両殼を閉じた状態で√上本種のみで構成者ﾉれ
種の古生態学的研究］早川, 1990)∩こ本ればに本種但｣
異なり√幾分深度を犬もドだ低酸素海底域に本種のみか=
らしれ七いyるにこのことjは宇和島層群が形成された堆穏
ている.宍…　……:　……………………………し.1.1J.･ .･=f･I･.･1.11
し古城山層の上位に重なる石引・寄松・･水源地層は√
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い
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(ｻﾞﾚﾝﾄﾚ三･アン)/で疎岩層を伴いに全体的･には.夕÷＼回｀=./j
群に似た上部白亜系は，西南旧本の四万十帯分布地域
コニダシアン以降φ地層群にはド岩組（:産出化石種⑤
　古城山南西の独立山塊万は古城山層に対比=さ=れす:yG=万4jl:jる:万
浅海海辺生の貝化石群集から構成されている．有四産
寄せシツズ状の農集層yを示七でいくる．この点てぱ確=か=
はカン八土=ｱﾚﾝﾀﾞに多産する種群贈占めちれていこる.…………=.111:周万..
が,コ部分的な観察結果では，犬浅海域に発達した砂岩優
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I.=大型化石を含む岩
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ﾉまﾙだ呂ｲﾋ石(i
めﾔし=でい]=る丿………恐ら:く=タフビ｀ダ｀
あ りj,………古城
使った本
ヶぐの二枚貝類とは
でいyた七考えエ
づ=:たﾄこﾚとこを示し
主七:しだタヤビ
ンノト牛すン前期
千中粒め傑岩層
ナイ]卜であ,る．
全体的ﾚにjはイ
･･･■■ ・　嘘･-●
み，上位
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だ二枚貝の掃き
産出化石
は連続性
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がなく，いくTこ）かの地域ごとに地塊（大ブロック）をなして分布している．＼　　　才六
狭義の宇和島層群は，宇和島市周辺の１ブロックを観でいるに過ぎず，宇和島西南の独立山塊も狭
義の宇和島層群とは別のブロックを観察している可能性がある，したがって周辺φ別ブロックの中
にも狭義の宇和島層群と同じ岩相･北石組を示ずものが存在することが予測される．その例として，
宇和島東北方泉が森地域（鉱泉が森地塊）には，古城山層下半部と同じ貝化石相犬（水野岩根氏採集・
田代鑑定）を示す光満層があり，その北方吉田地域=（吉田地塊卜には，古城山層Ｔ石引層までめ化
石相を示す三間層があり，三間層の上部には寄松・水源地層よりも大磯を含む磯岩層やス:ラレンプ相
が観られる．さらにその東方の広見地域（広見地塊）の成川層には古城山層一石引層までと同岩相・
化石相がある．この成川層の下位には宇和島市付近には確認できないセノ々土アンニチュロニアンー
を示すイノセラムスが産出する暗灰色シルト岩層があり小倉層と呼ばれている（柳井, 1981)レ　犬
ここでは，これまでに述べてきた小倉層（セノマ三アン）<から水源地層（サントニアン），さら
に古城山西方の独立山塊（カンパニアン）までの大型貝化石め産出に富む地層群を含めて,･広義の
宇和島層群と考えると，その地質時代は高知県の四万十帯上組層やい三宝山帯の外和泉層群にほぼ
重なり，コニアシアン以降の岩相=･化石相は九州大分県の領家帯の上部白亜系大野川層群にきわめ
て近いと考えられる．　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　ト　　　　二　　　十　　ト
　９）　宇和島層群分布地域以南の愛媛県西部の白亜系四万十帯　・．･．・．．　・・　･．　　　　　　･.
　宇和島層群が四万十帯の浅海生貝化石を産出する堂ケ奈路層およびその相当層や√上組層および
その担当層と大きく異なっていることは，それぞれ独立地塊の＼なかに√同時同相的な地層群を一様
に包含して，その分布地域が，仏像構造線からやや南側に離れた地点から√南側へ舌状に広く突き
出/したように分布している事である．　　　丿．･．･　　　　　　　　　　　　・．　･.
　まﾉだ，この愛媛県西部地域には,∇高知県で観られる須崎･I半山層に対比される地層群と=，堂ケ奈
路層に対比されると考えられる地層群が同時に混在している/と思われる．例えば三間層とは整合関
係（？）で下位にあるとされ，仏像構造線に沿って分布する古田層は，筆者の観察では須崎層と同
じ物である．　　　　　　　　　　　　犬　　　　＼　　　　¨　　十＼　　　▽‥‥‥‥‥　‥‥
　吉田地域の西方の法花津地域（法花津地塊）は，半山・須崎層と÷部は新土居層に相当する地層
群から構成されている／また，泉が森地域の近水層からは,＞アヅモナイ<ﾄ（Ｃｈｅｌｏｎｉｃｅｒａｓ ｓｐう.）め
報告(Nakai and Hada, 1966)があり，下大野地城の下大野層も含めて堂ケ奈路層に相当する可
能性がある．これらの仏像構造線に隣接した地域を取り囲むように，これらの地塊群よりも更に南
側の地域にも白亜系j（岩松地塊・北灘地塊など）が広く分布しでいるが，これ=らの地域の白亜系か
らはイノセラムス化石が稀に産出するくらいで大型化石の報告はなく，放散虫による地質時代は，
いずれもコニアシアツーサツトニアン（カンパニアツ？卜の範囲を示しでいる.=恐らぐ高知を基準
とすれば，大正層群に相当する．　　　　　　　　．．･．･．　･．　･･　　　　　　．　･ﾚ　　　　　　　　し
　愛媛県西南部と高知県の西北部付近にイノセラムス化石の産出で知られる城辺層は，恐らぐ大正
層群有岡層の一部と考えられ（甲藤1980は中村層･に対比されるとされていたが，岡村ほか
(1991)の解釈に従えばi中村層分布地域の南部地域の従来の有岡層分布地域に隣接してイノセラ
ムズ･=アンモナイノト類を含む暗灰色シルト岩の部分はレ有岡層に加えるべきだどしている=）√し田中
(1977)による宿毛・御荘地域の層序区分に観られる多くの白亜系地層群は，何れも，　高知県側め
大正層群とその分布地域内に観られるメランジ相に対比出来ると思われる．上　レノ　……………
堂ヶ奈路層及びその相当=層に上組層及びそ
の産出が豊富に知:られる四万
アンノまでの･,………Sま日
岡暦を除しけば仏像構造線以南の仏像構造線拡隣
＼下部白亜系の動物群/は,……=三:宝山帯聚介し首ぞ
層＼を除 万に隣ね
白亜系先外和泉層群万と共通する種群でヶしめ･･ ら れ，
ま七……内･陸部万(南海･＼先外和泉層群)∧亡比較的]･
地層群でもケ半ビプヅ後斯の大型化石四産出頻
　二堂ケ奈路層堆積時め＼オ丿席ﾉﾄﾞﾘ∇ズ:と考えられ
；マ]ズ下ﾚﾘ‥ヒシ
y布地域は√有
が,:堂ケ奈路層φアプチアヅニアル==ピケン：を示す
察される三宝山帯の石灰岩レも,I……そのマト▽リづツノク=ヌ
アル＼ビデゾめ部分の地展の分布が貧弱であノるこ=こ=と
ンプ相が観斤れるて古=(pa吋１………参照)‥な古無陶
オリス下ロヤム相でぱないかという解釈があるレ
順に北側に重なノプて観える¨ごとレ堂ケ奈路層上音I
するこ=‥とが確認でき.れぱ√これレらめ地層群は後旬
限ると言う解釈は成り立yこない∠＼ｊ…………
ニ上組層の堆積時期凪＼外和泉居群甘ぱ最も＼浅禎
れぱ√/上組層ぱ外和泉層群の沖合い相を観ていIさ
宝山帯の分布量から推定しTt，その地塊は√さﾉはﾚど==睡
両者の間には堂ケ奈路層堆積時かごら連続した頻繁ﾚな席
万十帯としで区分されている新庄川層群の新土居……ﾚ4………万斗1
帯プ=ｐパニの岩体とぱぞの形成過程を異にして卜乱＼
宝山帯め前面に発達しﾉだ陸棚から=トレンチまで1φ堆l§
る／そしてその亜内陸部に形成された同時期‥の自亜jy
宇和島層群は,し北側と南側を須崎・半山層相=当層ﾙF
丿　．．･　･･．・　　．・　・　：　･：　　　　　　　・　　　　■■■■■■■■■■■■
島層群が=セノマ弁丿ツか/ら認めふれるとすれば√両=ｲ|
含んTごいることになﾚるト宇和島層群丿凪……高知県Tぐ々避
時に√大野川層群との共通性も備えでいノるレ大野川n
る:と，サンノトニアン以降臨観られる大野川盆地の基丿
義の宇和島層群め大部分¨は,:既に形成あしる/いは堆積jj
リス＼トズトロトム相を形成してに既に再配置を終年=ﾉ
異相浅海陸棚相の岩体力あ蕃と言う解釈は成り玄jだ=y
ニ有岡層の形成時代は,ト更に進み白亜紀末斯～古第万万
えヶて中九州の上部白亜系姫浦層群しと連続しにさ]ら忙ﾚ4
物群を産出する．大野川層群分布地域付近頃上昇運1
側の両側ぺ後退する/はずであるレ前者の後退は熊本y
れでいる.
I
後者の後退ｿによ=る堆積盆はレ当時少女ﾉ仁
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jば,:……こ｡れ=らの
灰岩床ヂギトノト岩塊
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と連続
↓＼アルビフンに
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す須崎層ぱ,y=犬さ
聯時期には外和ｿ
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は思えな･いので，
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三宝山帯が陸
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塊として存在していたとすれば，さらに南東側に位置す:るぱず懲ある．現在そこには，以後に起こっ
た四万十帯のザブダクションソーンかおり，その存在の証拠はない./しかしそれを四万十帯の一般
的な走行に沿って北東方向に延長した部分に有岡層がある．有岡層は基本的には白亜紀末期古第三
紀初期に形成されたメランジ相であ匂，大型化石を含む岩体が,……a1･ほ
を形成七たと考えれば，その化石群集が姫浦上部や和泉層群のなかでもにより公海性要素の強いア
ンモナイトやイノセラムスで占められている事が説明出来るト‥j‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥
東北・北海道の白亜紀二枚貝　　　　　二　十　　上　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
東北・北海道の白亜系については，筆者は部分的な報告や産出化石の観察･/化石採集時や学生の
卒論・修論時の部分的な同行調査を除けば，地質を含めた総合的な調査研究は行っていないの懲に
こ九=までに得たこれらの地域に関する知識を西南日本外帯の‥白亜系並びに中九州白亜系での知識を
もとに整理する．　　　十　　　二･　レ　　‥‥‥　　‥‥‥‥万.1万　．．　　　　　　･･．･．．　　　　　．･
東北地方の下部白亜系＼　　　　　　　　　　　十　＼　　づ　　　　　ニ…………　……
大船渡層群とその相当層　　　　　　　　　　　　　　．・　・・．．・　．．・．　　　・．　・・．　　　・・・　　．・
　大船渡層群は北上山地の東側山麓部の岩手県南東大船渡湾む西側化発達した白亜系で=ある／こめ
模式地から離れた気仙沼・石巻付近にかげての山間部にも本層群相当の白亜系が点在する．………
　大船渡層群とその相当層の二枚貝化石の古生物学的記載には模式地の大船渡市大船渡・船河原付
近からＫozaｉ血d Tashiro (1993）による浅海・汽水生二枚貝，＼宮城県の気仙沼地域の猫川層万か
らはＮａｋａzaｉa andレＭuratａ（1966）による汽水生貝化石,／遠野市北方め南部北上山地ダの物見山
層からはＯga池ｗara(1988）よる淡水生貝化石ニ(=Ｒａ面か面斑ｄａｍ故万,/7V昭心z面Ｅso?)など
があるL　　　　　　　　　　　　　∧　　ニ　　　　　　レ　犬　＼　　　レ　　　　　　　　　　ご
　本層群については関・今泉（1941)による層序区分があび，そめ後レいく上らかの修正を加えられ
ているとしても，基本的には今でもその層序は変わつでいない．大船渡層群は，下位から船河原疎
岩層レ(箱根山層）・船河原層・飛定地層・小細浦層ニ(長磯層・小山層づ'長崎層）と整合に重なつで
いる．最近√田代・香西（1989）は本層群め二枚貝群の特性が四国め物部川層群と共通するもめで
あり，化石相と岩相の解析から船河原喋岩層から飛定地磨までが，ほぽ領石¬柚ノ木層（オーデリ
ビアン―パレミアン）に相当し，小細浦層の下半部（長磯・小山層）め疎岩居中に多量の花肖岩騰
が含まれることから曰比原層下半部層に相当するｊ(アプチアン）とすれば√泥岩がちの泥岩・砂岩
の夕ービダイト性紺互層が卓越する小細浦層上半部∧(長崎層）が日比原層上半部層レ(アプチアン÷
アルビアン）に相当するとし，その結論として大船渡層群は西南曰本外帯の物部川層群に対比され,
14 高知大学学術研究報告………第43巻……寸(1=994年ｙゾ……j:=自=然科学〉ノ………=十）…………=……………
斗諦ぐ両地域の構成種群ぱ共道ニしすい]……るノのす√………宍自
√Ｃ0j即ヤe面の放射肋体物部坤埴≠征T牡大船渡地填Tぐ=が早く出琴して,上
銚子層群＼=……………………=　＼　…………＼ト
房総半島め東方先端部の銚子付近に点在す＼る
も露出が悪く√今後lの新しい標本の追加や詳紐
Ｍ面da (19り2),ニHayami aﾊﾟd Ojiﾌﾟ(!鵬ｙIなど
鹿阻i齢木(1972)がある丁か４で筆者は共価
Ｍ肋da らによる採集標本を観察゛
の二枚貝相を考察しだ結果↓………釧l子
北東め各露頭の貝化石群は物部川
いる、……ここ.1｡でCま･.領一石一層･･11と･ﾎ目:当･･する
長崎鼻燈台周辺の含化石砂・泥岩拡十そ
　"J　ゝ、.　・●-.lかl七j.　、4.･-〃●･　･･●:　･●･
して
イｔ質であり√産出化石に宍はNipp吟乱ｒｌｇｏｊｉｉａ=
やＮｅｉtFied ａｍａｎｏｉ，Ｘｎｃ)Ｃａ?：淫αﾄａｍａｒibi tぶ
海堆積物の種群:に共通しでいる;
瀬川構造帯を挟んでいるくので,トそめ位置関係で:
造帯相当部の存在を暗示･してい]るのj鸚犬ごの南海
必要があろうﾚ.＼この.関係に似た部分が山中=の物部
も見られるト現在石堂層として塗色さjれている石
Ｐt-ｙｃｆｉｏｍ-ｖａ　ｄｅｎｓｉｃｏｓtａtａ. Ｎｉｐｐｏｎｉｔｒig皿ia　plic
石堂層複式地のj物部層型含貝化石層との問に壮蛇
ちに,＼この南海層群型含化石層jの下位にﾚは領石型
広ぐ分布しでいる．筆者‥は＼この地域jにっ=いては物
ないの＼で√=さくら/に今後の綿密な調査が必要であり]
層群から区別する必要があろう.に　………　………jI
　j‘領石型動物群”にっいす…………………犬…………J=.
　大船渡層群＼･気仙沼層群・銚子層群＼(丁部を除
ことはけ化石内容や丿下位か･･ら上位への岩相変化
九州南西端から東北地方までJ,j＼同万じ様な堆積環境
群と隣接しながら√ﾉほぼ同時代の全｛異な}る動物
大島層群と,……これまた九州から東北地方まﾚで存在
一盆地内堆積環境の=違い懲は説明出来=ない／まノた
アがあづたと考えれば，ぞめﾚ刈]了の位置化/あ宍る．
ではこ/の化石相め分帯が可能かどうか;/その証拠
方を欠く．丿ごのバリアさえなしに海流系の違卜で
坦ﾌﾟ9………鈴=木，
く銚子層群
ﾚけば,犬＼その
構成＼されて
降る皿=:ｐｌｉｅａtａ
帯下部白亜系浅
j;ﾉ＼両者め間に黒
北側に黒瀬川構
群から区別する
=（三山層）に
ﾚ……ここ1力l･ ら 日で,:ｿﾞ………こに
らﾉれていﾌﾟて
にﾆﾌﾞ?し)＼があﾉるいﾚさ
yを含む泥質岩層が
ﾝ調査七ﾚか行らでい
洽:と同様に物部川
よﾉごφ物部川層
芯層群の最上部・
71内容の万対立jは同
おい:ま,･ﾉつて説得
な両者の混合相
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｀　　　　　　　Bivalvespecies
Nuculopsis（Pnlenmi.r.ii.ln.）ishidoensis　Ｏ
Portlandiac１、sanchuensis　　　　　　　ｏ χ?
Nan.on.auis yofeo-yamai　　　　　　　　　ｏ
Cucullaea（ldonearca）transversa　　　M P
Inocerarruis ci. concerttricus nipponicus
7●sp● ci.■yabei　　　　ニ　　　　　　　　　１
Modio lus falcatus　　　　　　　　　　　　Ｘ
Genﾉillariacf.haradap.　　　　　　　　　oχ
Geruillia forbesiana　　　　　　　　　　　　　　OX
BafeeueUio,cL iiijatensis　　　　　　　　　χ?
Isogunomo几chosKiensis　　　　　　　　　o
Pinnn.cL robinaldina　　　　　　　　　　ｏχ
Neithea syriaca anxanoi　　　　　　　　　ｘ
N. cf.atava　　　　　　　　　　　　　　　ｏ
SpondンtLむｓａ賃、decoratus　　　　　　M
Cj.p.noidp.Rc1、subrapa　　　　　　　　　　Ｍ
Limatula nasaoi　　　　　　　　　　　　　M
Puracunopsis cL pseudotrancata　　　　ｏ
Lopfia（Actinostrfion.）nagaoi　　　　　　M
Rastellum（λΓｄｏｓびeα）carmatum　　　ｏ
Ampfiidonte subfiariotoidea　　　　　　X M S
A.･yabei　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ
Nipponitrigonitt cfioshiensis　　　　　　Ｐ?
Pterotrigonia pocilUμjrmis　　　　　　　o
χenocardita amanoi　　　　　　　　　　　χ Ｐ
Ａｓ誼だe (s.s.)subsenecta　　　　　　　　x
走（Nicaniella）costata　　　　　　　　　ｘ
Yabea ahatRui　　　　　　　　　　　　　　P
Eripfiylttci. pulcfiella　　　　　　　　　　Ｍ
Ｅ、TtVUUJYia.　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ?Ｍ
Mi-yafeoella Tni^^afeoensis　　　　　　　　M
PacKythaerus cL｡ねaeaf^　　　　　ｏ
ÅなれＯ几ンac1、Ruhc.antin.几ａ　　　　　　　Ｍ
Lucinomo,（?）feotni　　　　　　　　　　M
Groboとａyヽdium shaerotoidea　　　　　　P M
Protocardium hiraieaensis　　　　　　　M
Nｅれocardium ･yatsushiroen.sa　　　　　　P S
”Granocardmm.”:iahidoensp　　　　　　　o
Costoc:vreria matsujnotoi　　　　　　　　Ｐ
Panopea（M^opsis）d.･ plicata　　　　　Ｍ
PuLshides Kieoensis　　　　　　　　　　　？
CorbuUmera aff. れｕ皿T-iformis　　　　？
Pfioladomya breuitesta　　　　　　　　　M
CercoTTiya cL gurgitis　　　　　　　　？
　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　図２：銚子層群の二枚貝化石　　　　　　　　　犬　　　　ニ　ノ
この表は鹿間・鈴木（1970）のリストから，種名まで同定された化石種を列記し，リスト中の二枚貝にテチス
型二枚貝組とテチス北方型二枚貝相の特徴種が混在している事を示す.
ｏ:物部川層群特徴種　ｘ:南海層群特徴種　Ｍ:宮古層群特徴種　Ｐ　先外和泉層群特徴種　S:犬四万十帯下部
白亜系特徴種　?:産出が疑わ七い種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　（これらのうちｘ・Ｍ・Ｐ・Ｓの間には共通する化石が多くあり，いずれもテチス型二枚貝層，ｏはテチス北方
型二枚貝層;田代, 1985ab, 1983, 1984)　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　ト　　　　　　　‥‥　‥‥‥
　テチス型二枚貝層の種が鹿間・鈴木による産地Locs. 07, 08 and 13に集中七ていることが判る．この産地
のLocs. 07, 08は海鹿島の先端, Locs.l3は長崎鼻付近比あたる．尚鹿間・鈴木の地質図に示されている南
北性の複数の断層の中に，高知物部川層群と南海・外和泉層群を分かう横ずれ断層（カジ佐古断層：黒瀬川構
造帯と三宝山帯の間の構造線）に相当するものが存在する可能性がある.しcfレやaff.が付ざれた種や，現時点
での分類学的観点から再検討すれば，この問題はさらに明確になるものと思われる．現在現地にはほとんど良
好な標本産地が残されていないのが残念である．なお，Ｈりａｍｉ　ａｎｄ Oji（7認ので記載された銚子層群の二
枚貝は,一みな物部川層群の特徴種と思われる．もし長崎鼻・海鹿島先端付近が物部川層群相当の部分から区別
出来るとすれば，それらは南海層群と宮古層群の特徴を備えている事が判るレニ　　　　　　　　　‥‥‥‥‥
さえまったく存在しない事実を説明できない．　∧　　　　　　　　　　　上　　　　　　　　／
地域的な特性の強い汽水性の動物群に注目して,ヘ:この日本列島を縦断する物部川層群の規模につ
いて考察する．つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●　　　　●●●●　●●●
汽水生犬“領石型動物群"として，複式地四国中７東部では√Ｈａｙａｍｉｍｉｎａ翻ｎａｎｎｉ．.Ｃｏｓt,･ｏｃ＾)ｒｅ^＾ａ
　16　　＼　　ト　ダ＼ﾚ……高I矢口大学学術研究報告ﾅ犬第脂巻ｿﾞｿ……(19{
ｏtｓｕｆｅａｉ,ニIｓｏｄｏｍｅｒａ=＼ｓh,iｒｏｉｅｒＬｓiｓで代表さ巾る領石型]回ｿﾉ(:オ:ﾌﾟﾉ÷………デ………ナビプしレ十トサド……ﾐ＼デ＼ﾝ),……∬．
ｍａtｓｕｋａｗai∠Ｃｏｓｔｏｃ-yｒｅｎｏ,しｒａｄｉａtｏｓ･国辱バよ百で代表水礼奇柚ﾉｹ木型ブバレべアノ÷アプチノアトン
？)，しＨ.　ｓoltｄａﾉ,犬Costocy戸むぴ:ａ汀ｉｉｎｏｒな者で代表本れ⑤目比原朧①ダプチレアダ)ﾉｹﾑj:七:万して区別出来る．
地域によらではこの動物群φ産出が√途中に挟
応じて違つでいるこ
Iﾄとは前巻十(par仁万作＼で既に
　Ｈａ'ｖａｍ.in.ａ……ｎａｕｍａｒmiTH.　ｍａtｓｕｆｅａｉｕａｉ ＬＨ.
一Ｃ.　ｍｉｎｏｒ=との関係万=は=,゜それぞﾉれ時間的な経過
られる.ﾕ汽水域に生息す＼る動物群のﾚ同時間面で
成らな,いほど不利な条件下にjあると考え石れ･ｔ＜万…………J
I::．
現生のタジミパドブ貝類の分布=や種構成をみ
水系ごとに微妙な差異かおるレあ/る時点てレあ
物に付着したりし乙.:'.男Ill水系に移動する･ような)
そめく閉ざされた水系内での適応が進み√形態町
“領石型動物群ｙを含む堆積相がデル=夕堆積物で
慮すベレき事はにぞの規模である.ﾌ
成種の違いを除外すれば．,九州か＼らこ東北地方まで同÷時借
ﾚは何度も述べた／こめ様な汽水域の動物群を持つデヰダ.の
黄河級めデルタ堆積物竹あうたのでぱなヤかと思わTれくる:;………
動物が混入したり√△両者=が混合密集層を造七)てい……有本……=:.･と:..･･j力･j
域に近い動物群であ＼づ/だとの解釈もできる‥が，七か七;,ｿﾚ………j昔
浅海べの流れ込み堆積相とは思えなIい岩組が廿し画多………t･=..4↓.;:日::1.･
とが可能な自然現象jは,……黄河級の河川であれば潮汐時め遠
模の.小河川:では起.ごり=得ない現象であ=ろう．さ万･
したいレ……１　　ト‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥
なカレこ=の事は筆者が提唱……:(田代↓986レレだ
の横ずれ運動で複雑に解体された且火尹ルダ堆1
もあしるﾑ　‥‥　‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥＝
相馬層群………＼：………1……………………:･．
ト阿武隈山地の東縁に沿うで総長｛分布する
を相馬層群と呼ばれす･いる．正谷（田村土(1959
野．･粟･津・山･].L･ト･中の沢ご,/富沢・=･小山田層と重な=]4
山田層が白亜紀初期□(べリアジアｙ)∧でﾉありI……y〔S4μ〕]ﾚ……:万J
だ中の沢層め小池石灰岩は√高知物部地城四下部白亜と
化石内容と＼もよ万ぐ似7ひyる･｡し本目;馬層群のﾉどの部分かﾉら=;
巣層群模式地近ぐの万代鉱山石灰岩中に挟まれた泥岩ﾚ
る石灰質ナ＼ノプデン::ク▽トソ化石が報告･さjれている√七j:
出したとざれるフア＼ソ差ナイ下犬(Yehara√1927)はヂレド
と言う｡＼二枚貝化石にういては既に＼Tλ血ｕ姐ﾄ(1961)
白亜紀初期まで知らゾれでいるレ例えば四国四万
和泉層群川[ｽ]層/(田代ほか√1994)な=どの様に
石＼(ＥｏｍｉｏｄｏＴｉｍａtｓｕｍｏtoii=八giiileｒellaﾚ(債
-C.ｒａｄｉ.ａtｏｓtｒｉａtｎ.
(ら万め変異と考え
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ﾝ竹あjる〉こと
Ｅンデルレタや
る
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"………ヵj浅海
ぎ=り△では
人するこ
↓………万夕lj島規
；の結論.は期待
;:･.･に中央構造線
甘足す]る材料で
のJ浅海成の地層群
=から初
する:ﾚ/｣ヽ
に報告ﾉし
;こそ･の組成・
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すぐ下位までジュラ紀型二二枚貝は知られているので，その時代はバレミアン近くまで若ぐなるので
はないかと考えられる．この様ににジュラ紀一白亜紀の境界は微化石＼と大型化石では前者がやや若
く/対比さ/れる傾向に‥あると思われるが，いずれにせよ本邦各地西鳥巣層群に相当する地層め分布地
域の堆積相は，物部川層群と違って,しジュラ紀から白亜紀へ完全に連続していることは確実である．
大島層群･..･.･･　　　　　.･・　　　　　　　　　　　　　　　
・.　　　･...･･..･.　.･･.･.・=
万人島層群に産出する二枚貝化石にっいてはＨ好ami (1960)〕こよる記載が行われている√=汽水
生貝化石（Ｇｒｅｎｏｔｒｃｒｏｅｚiｕｍ　feitａｆｅａｎｘｉｅｎｓiｓな匂や浅海生貝化石し（･Ｐｒｏtａｃａｒｄｉａしｍｏ頑など）くや
ネリネアを含む泥質石灰岩があることや，公海成堆積相の暗灰色ジルド岩からネリネアや珊瑚の巨
塊を含む石灰質の砂質＼･泥質岩や，暗灰色石灰岩を経て，万上部には傑岩ﾚ.＼砂岩し･緑灰色泥岩と非海
成・極浅海成堆積相を思わせる岩相を示す大島層群は√四国の物部地域φ南海層群美良層=（森野ぽ
か, 1989)に良く似ている．最近報告された九州の西南地域田浦付近の黒崎層っ（Ｔ八血面ａ and
Murakami, 1986)とその上位の川口層(Part 1ではコーテーション三二ク乍示仁だ川口層と黒崎
層は先外和泉層群の基底部をなす地層で，物部川層群相当の地層群ではないことが判ってきた丿田
代ほか√1994 ； 本巻別論文として印刷中）を含めた部分と〉も良〈似ているレ〉し‥‥‥‥=…………
　ｹ大島層群はこれまで√相馬層群よりも上位の地層であ:るとされるのが通説：であプたがレ大島層群
下部:と相馬層群の上部は,し同時同相の可能性がつよぐ，その時代を微化石に頼めばオ･－テリノビアン=－
バレミアンであり，アンモナイトで＼はベリアシアンとなり，四国の佐川･士物部地域に対比するとず
れば鳥巣層群上部（木村, 195:6トの区分では谷地層上部）しから南海層群美良布層（佐川ではさらに
山の神層まで）に相当すると思われる．　　　　　　　　　▽　　　　　十…………レ
　１ジュラ紀･＼白亜紀の境界を含む地層群について尚　　尚　　………　=……　………………………
十相馬層群の上部や大島層群のように鳥巣式石灰岩やぞの類似ぬ石灰岩を挟みながら，その地質時
代がジ４ラ紀後期から白亜紀初期に至る地質体が村本各地に存在すること，その地質体は基底が陸
成から始まる物部川層群及びその相当層よりも，莱（南）側に常に位置していくるごとが明石かに成ら
てきた．物部川層群の基底部の領石層の上位には海成の物部層があり√デノンモナイ下や,＼最近では
放散虫化石の報告も相次いでいることもあり↓その地質時代はかなり正確に推定懲き･る様ぱなって
きた．しかし，このジュラ紀から白亜紀へ連続する部分にづい七は今ひとつ曖昧である.トこれらの
地質体はジュラ紀型の海生動物群と白亜紀型汽水生動物群を交互に繰り返しながら産出し,
し地域に
よってはネリネア（巻貝）・ルヂスト（厚歯二枚貝）トを伴う鳥巣式の礁成石灰岩が発達する.犬この
部分の礁成石灰岩については森野(1988ト1989, 1993)の詳細な研究があるトジュう紀側から‥とﾚ白
亜紀側の海成層から時代決定に有効な化石が出ないとレどこに両者の境界かおるのか判＼らないト
ＥｎtoliｕＴＲ　'ｖａtｓｕiienｓｅ, Ｇｒａｍｍａtｏｄｏｎ　tａ駈ｅｎｓiｓ√Ｐａｒｒsａｒａｉｉｓｓiｕｍ　hｘibｕｎｏｋａｗｅれｓｅなどのジュラニ
紀型海生二枚貝群に混じって産出する特徴種と七てPtｅｒｏｉｎｇｏれla　ｔｏ＾ｊａｍａｉ<（＝Ｌｉｎｏtれgc）旅z
tｏ＾ａｍａｉ）がある.△この部分の泥岩から高知と九班では放散虫化石がしられ（森野ほかレ1988ト田
代ほか, 1994),放散虫ではベリすシナンーバランギニアンの白亜紀最初期を示七に高知県佐川ニ．
美良布や熊本県田浦付近て海浦層：田村・村上, 1987)では√△稀比ナンもナイニト＼Kilianellaspレ
が知られる．これらの白亜紀初期型め海成層に挟まれるに汽水生二枚貝化石肴は下部で
Ｃｒｅｎｏtｒａｐｅｚiｕｍが特徴的で,ニ上部でＥｏｍｉｏｄｏＴｉ ｍａtｓｕｍｏtoi. Iｓｏｄｏｍｅｒａ　ｍａtｕｍｏｆｏｉがでもレ＝
両者にまたがる種にＡｅｕililleｒａ（ＹｏｓＭｍｏｐｓiｓ）＼ｎａｇａtｏｅｎｓiｓが知られる／明石かﾚに白亜紀海生二
枚貝群（バレミアン）に交代する直下の汽水生貝化石はEomiodon,レIｓｏｄｏｍ£ｍで特徴づけられる
ので，この部分（上部にある汽水生化石相）がオーデリゼアン後期－バレミノアンにあた/肌物部川
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　アプチアン後期－アルビアンにかけては汎世界的な海進期であり,＼宮古層群よりも大陸側に位置
している物部川層群のアプチアンーすルビアツの地層は低酸素環境を示す葉理明瞭な暗灰色泥質岩
を主としたタービダイト相であり，その海進の規模の大きさが想定される．しかし宮古層群は物部
川層群よりも大洋側にありながら浅海生の動物化石相を示し，先白亜系上に不整合関係で重なって
いる．これは当時殆ど後背地化していた宮古層群下位の先白亜系上（大船渡層群と基盤を共有する北
上山地ではない）に侵入したアプチアンーアルビアレ海進（宮古海進）の先端部の浅海域を形成し
たと思われる．　　　　　　　　　　　　　　　　　･･．．．･･･　　　．･　．．・　．･　･ニ　犬　‥‥　‥‥‥
九州の先外和泉層群の宮古型動物群との関係　　二　犬　．・･・．　･･．　･･　．･．　･･　　．･．･･．.
　宮古層群の二枚貝化石が西南日本外帯の南海層群〉（八レミアンーアプチケンーアルビアｙ?=）・
四万十超層群新庄川層群（バレミアンーアプチアシ）この浅海生二枚貝化石と密接な関係にある事,レ
さらに宮古層群と中九州先外和泉層群（バレミアンニアルビアン）の二枚貝相が極め七近いことに
ついて述べてきた（田代, 1985, 1993 ； Tashiro, 1990)が，最近，田中:均博士の連絡で九州のj
大分小坂地域の先外和泉層群中に数層のオリビトリナ石灰岩質砂岩を確惑したとの連絡を受けた
（田中博士の了解を得てここに記述させて頂０．この岩体については, Tanaka (1989)と佃代ぽ
か(1983)の調査中，すでに岩片の転石としては採集していたが，露頭の確認が出来でいなjかうた．
また，その露頭はTanakaの報告による厚歯二枚貝の産地に隣接しでいる（この件の詳細な地質
学的記述は，田中　均・曽我部淳らが準備中懲ある）．この情報が事実であれば宮古層群万と先外和
泉層群の類似点と，秩父帯の同時代の物部川層群の二枚貝祖どの相違点をさらに強調するjものであ
る√．ト　　　　　　　　プ　　　　　　　　　　　　ト　　ト　　●●●●●●　　　●●　●●●●●●　　　　　●●　●●　1.
東北地方の上部白亜系　　　　　　　　　　　・・．．．．･・．　　　・．　．・．＝　　　　　＼　＼
　東北地方には，浦川海進に伴う上部白亜系が福島県の太平洋岸の双葉地域やト岩手県の久慈海岸
やその西南内陸部（沢廻り地域・岩泉地域）に，ほぼ水平か低角丿度の傾斜を示して分布してjいる．
これらの上部白亜系は，一般に基底傑岩に始まり，下部で砂岩がち√上部は暗灰色シルト岩Ｔ泥岩
に富むニ堆積サイクルを示す地層群から構成されでいる．また,ﾉ最近報告された久慈沖の海底の岩
塊から記載された浅海生貝化石群がある．　　　　　　十　　　　　ノ＞　‥　　　　　し∧＼
久慈沖の上部白亜系（三笠層類似層）　十　　　　　＞　　　…　……1‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥　　‥　‥Ｉ
　Hayami and Kase (1981)によって記載された岩手県久慈沖の海底から採集された岩塊の二枚
貝化石は，新種として記載された種を除けば，九州や北海道のセノマ三アンの化石群と殆ど共通す
る．記載三角貝はＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａの亜属Ｐtilotｒｇｏｎｉａの種がおもTぐ二＼ ｃａｎt九財几ｓｏｎｌａ'≒
“Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ"の種が欠如していることからセノマニアン中期＼（田代米松田, 1984)が示唆さ
れる．九州のアルビアンーセノマヱアンの動物相を示す御所浦層群の下位には九州中央部に分布す
る高畠層（アルビアン後期）や八代層（アルビアン中期）･ﾉ袈裟堂層＼（バレミアンーアプチデン）・
川口層･/黒崎層（この二層については本巻別論文印刷中）の地層群があり√この地層群のバレミケ
ンーアルビアシの動物相（田代, 1993)は,六宮古層群（アプチアソ十アルビすン）の動物群
(Hayami, 1965a; 1965b, 1966)と殆ど同じであるごしたがっくて，宮古層群の北側への延長方向に
ほぼ等=しい位置にある久慈沖海底のセノマニアンの岩塊は,上恐ヽらく宮古層群の上位=に重なっ:でいる
地層の一部と考えられるごまた北海道の三笠層産の貝化石め中には，明らかに宮古層群産々貝化石
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陸部ヘオーバーフローした単純な堆積相を示す地層であるのに対して，北海道のこめ部分は，セノ
マ土デン末期からチュｄニアンに引継ぐ，かなり深度のくある低酸素環境下の堆積柑を示しでいるこ
とに起因していると思われる．　十　　　　　十六　　　.・.･..･..･･　　　.y
久慈層群　＼　　=●●●　　●●　　　　●●●　　　　●●●●　●〉　　　ト　　　　　　　　　　　　　犬
ＩｎｏｃｅｒａｍｕｓｌａｐｏｎｉｃｕｓNagao et Matsumoto (1939)の模式産地で知られる久慈層群は，ふる
くから知られた上部白亜系で，全層厚500m余りの地層群である．下位は先白亜系岩体を不整合こに
覆い，上位は緩やかな傾斜不整合関係で古第三系野田層群に覆われるj　　ト　　　　　十
　久慈層群の基底部層（玉川層）は，傑岩・砂岩を主Iとし地層で,し中部に湖沼性堆積物と思われる
泥質のシルト岩が挟まれていて，植物化石の産出で知られている，下部と上部からは大型カギの産
出が知られていjるが，下部の大型力午（ＣｒｏｓｓｏｓtｒｅａｆｅｏｍｂｏHayasaka et Hayasaka) 廿礁状密
集層を構成している．この産状や力牛の形態は天草姫浦層群の力キ密集層（利光ほか, 1990)と似
ているよ大型カキ礁状密集層は姫浦層群ではサｙトエデダン初期とカンパ上昇ン後期に出現する．同
権の力牛礁は和泉層群（四国）や函淵層群（北海道）:で･はかンパニダン後期に知られる／久慈層群
の力牛礁は，恐らく天草地方のサントズアン初期と同時期の化石力キ礁と思われる．
　久慈層群の主部て国丹層）は，下半部の緑灰色砂岩と上半部の灰色泥岩から構成ざれている．泥
岩からはｌｎｏｃｅｒａｒａｉ£ｓｊａｐｏｍｃｕｓを始めと七て数種め浅海十公海性の貝化石（アンjモナイト･二枚
貝）が産出している（佐々, 1934).佐々の報告以後,犬化石の産出は殆ど記録かなぐ√筆者も本層
群の岩相観察めみに終わり，ｲﾋ石は木層から産出したとされる?ｏｃｅｒａｍｕｓ　ｊａｐｏｎｉｃμｓとＰａｎｏｐｅａ
　sp. cf. p.Ｔｎａtｓitｍｏtoiを観察しイたに過ぎない．佐々(1934)による二枚貝の＼ﾘｽﾄjによる構成
種属からはＰａｎｏｐｅａ　ap.を除けば，本邦に広く分布するサントニアノンの公海性貝化石組に共通し
ている／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　●●●●●●●●　●●　●●●●　　　　　　●●●●
犬久慈層群の上部（門沢層）は，樫岩や砂岩の粗粒堆積物jと湖沼性泥質堆積相か不規則に交互する
地層であり，多種の植物化石が知られる．動物化石め報告はない．ト　　　∧　ト‥‥‥　　　‥　ン
沢廻り層　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　し　　　］　　．　：．　　　．
　岩手県のほぼ中央部の八戸東方沢廻り付近に分布する砂質泥岩一灰色シルト岩については，従来
第三紀層であると解釈されていた地域である．筆者は国立科学博物館の加瀬友喜博士の好意により，
沢廻り層から産出した多数の二枚貝化石を観察する機会を得た.:確認したｲﾋ石種については図４に
示す．二枚貝種群はＥｚｏれ.ｕｃｕｌａｎａ　ｍａｃtｒａｅｆｏｒmiｓ,十ＮａｒｉＯＴｕｉｕiｓl ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ,ＥΓφ肪叫
ａｍａｋｕｓｅｎｓiｓ,　Ａｃｉｌａ（Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ）ｈｉｍｅｎｏｕｒｅｎｓiｓなどめ公海性要素の強い種群を主に構成されて
いる．まだアンモナイト類の産出が知られない時点では，白亜紀を示す三角貝やイノセラムスが産
出していないので，恐らく白亜紀の地層とは考えられなかったことは想像出来る．しかし，現時点
では，九州や北海道から得られる同様な二枚貝群集との比較から推定すれば，サットニアッ後期－
カンパニアン初期に特徴的な種群構成を示し√Nano凹面卜sachalinensis,〉Ｅｚｏｎｕｃｕｌａａａ
ｍａｃtｒａｅｆｏｒmiｓが主要種であることから，サン下ニアン寄りの時代を示していると思ﾉわれる（こ
の２種は，カンパニアンではＥｚｏｎｉ£ｃｕｌａｎａ ｍａ£tｒａｅ/ｏｒmiｓobｓｏｌｅtａ,1VonoTｘａｕiｓbｒｅｕiｓに変わる）．
この時期に主に繁殖している浅海生の三角貝Ａｐｉｏびｉｇｏｎｉａ類が知られず,トまた公海生で比較的に
深度のある海域に生息していたと考えられるＲ（lりｃｅｒａｍｕｓ類べ例えば，Ｐ．　ｊ叩（ｍｉｃｕｓ,ニＰ．
ezoensば）が殆ど産出していないことから考えると,＼本地域では浅海域の堆積相の堆積を許すぼど
の時間を興えず急速に進行した浦川海進ではあったが,しその海進はj=^lat＾ｉｃｅｒａｍｕｓ類の生息を許す
ほどの深度には達しなかったと考えられる．
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盆の発達過程を経ている事を示七てい芯．
北海道の白亜系二枚貝
　北海道中軸部は本邦の代表的な上部白亜系の模式地とし七,ほ
層とこ函淵層群を除けばイノヤラムメ以外ぬ二枚貝化石碓産出1ｽ･4･,ど
下部蝦夷層群十　　……………………　………………＼ﾚ:=∧………:･＼…………1ぐﾚﾉ==.･1･=..:･::･一一
　下部蝦夷層群は暗灰色泥岩を主とする地層首胤ﾉﾉｹﾞ,j.:.･模.･I.一式
Matsumoto and H友比臨(!964)によるイノ＼ヤゲデみ]衣くし万･o･jlj･=.ア,･･=:し
地域様似かﾉらは蟹江犀≠=り採集された三角貝べＰtｅｒｏ柏如れ濯
だ事かおるヶ本層群かﾔらは本邦ではダプチレアントアル甘アソ△==ﾌﾟ
なウルゴjン相を示すと呼ばれたオヶﾘﾚﾋﾞﾄ∇ﾘヶナ石とJ
で且的と①てい=る浅海生二枚貝化石の産出につｙ
記述は省略するト……………………………十＼………=
ﾉ=くﾚ知万ら/れていソるがレ三笠
････.、･.･.　　･･･・ .・
の･報告は
け≒:…………?甫JII
………を観察/し
i群)ﾚﾉに特徴的
や=乱∧しかし本論
こづいての
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Bivalvespecies
Nucula（Pectinucula）feochiensis　　　　C
Aciln,(Truれcacilla）toso.(?n.Ri.s　　　　　　Ｃ
A. (T.)ci - dem.RRRn.　　　　　　　　　　　C
Nanonavis pseudocarinata　　　　　　　C
Portlandia(s.s.?）tosensis　　　　　　　C
Atreta intulae玩Ｓ　　　　　　　　　　　　　T
Cｕｃ公証p.a（Idonearca) ezoensis　　　　　Ｃ
C. (/.) delicato striata　　　　　　　　　　T?
Glycymeris（Hanala.）fiofefeaidoensis　　Ｃ
G. (h.)ha,tsuraza,iDP.nRiR　　　　　　　　　T
Entolium oboi)n.t7j,m.　　　　　　　　　　　Ｃ
Pn.riﾉaiTiussium ･yubarense　　　　　　　　C・T
Pterotrieonia(s.l.)pustulosa　　　　　　C
R（sよ）feobayasfiii　　　　　　　　　　　C
p. (s.l.)longiloba　　　　　　　　　　Ｃ
八（戸山oひigonia)dilapsa　　　　　　Ｃ
p. (P.)mifunensis　　　　　　　　C
p. (P.)breuicula　　　　　　　　　　　　　C
Yaadea jimboi　　　　　　　　　　　　　　Ｔ?
Y、aimuaTna　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ
Heterotrieonia(s.s.)samatai　　　　　　C
H. (s.s.)suboualis　　　　　　　　C
Apiotrigonia(s.s.)mihasae几sis　　　　Ｔ
M＼irtea(s.s.)am.anni.　　　　　　　　　　C
Thetis japoTwca　　　　　　　　　　　　　　C・T？
Eriphyla(s.s.) sp.　　　　　　　　　　　T
Mｅｅ反証h.Cih.h,ni.d.Cin.n.{
Ａ牡九ori^iaapicalis　　　　　　　　　　　　Ｃ
Ａ丿aponica　　　　　　　　　　　　　　　C
Pkarfilln, sｐ．　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ
Leptpsolen tamui
Gosfioraia crp.nulata　　　　　　　　　　　Ｃ
Aph-Fodina pseueJoがana　　　　　　　　　Ｔ・Ｃ?
Panopea(s.s.) sp.　　　　　　　　　　　C
Cuspidaria breuirostris　　　　　　　　　C
Periplom'va, iaponica　　　　　　　　　　　C
図３：三笠層の二枚貝化石
C:セノマニアン　　Ｔ: チュロエアツ
三笠層（中部蝦夷層群）　　　　　　　　　　　　　　･･･.･･　　　　・.･･･.･.･　　.･..・　　　　･･.
　Ｙｏｋｏｙａｍａ（1890）レJimbo (1894)√Yabe and Nagao (1925):=↓Nagao (1938)などによる古典
的な北海道白亜系の古生物学的研究からアンモナイトやイノセ･ラムス類を除い/だ浅海生二枚貝のほ
とんどはこの三笠層から産出している．それらの貝化石は白亜紀後期のﾚ前期（白亜紀中期）のダノ
マニアン中期－チュロニアンの種群を主体としているトこれまでは地質時代が似かよった九州の白
亜紀中期の御所浦層群・御船層群の貝化石とは，かなjり異なった種群から構成されるため√汽水生・
淡水生貝化石を含む九州の白亜系が，むしろ特殊な環境で形成された動物相との解釈がなjされてき
た.し見かけ上，化石内容が異なって見える原因として九州の代表的な化石相を示す御所浦島の御所
浦層群の浅海生貝化石の主体はアルビアン後期－セノマニアン初期のもので，北海道よりは幾分古
い時代を示していること，九州にはチュロニアンの浅海生動物相が殆ど存在しないこと（大野川層
群に部分的に観られるが極めて貧弱）．セノマニアン中期の熊本の御船層群や鹿児島獅子島の御所
浦層群（模式地御所浦島よﾀﾞりも上位の地層まである）心ど汽水生動物相が主体であるため，浅海生
動物相の検討が不十分であったことなどがあげられる．さらに人為的な要因として，北海道の標本
は印象標本を主とした九州の標本に比較して，見かけは殻本体が残った保存良好な標本であるが，
産出時に殻の表面が剥離し，表面装飾がよくわからなかっIたり，内部の歯板などの構造を観るため：
めクリーニングが非常に困難なことなどから，精密な系統的観察が出来な=いことを上げることが出
来るL筆者は多くの協力者を得て，これまで北海道・九州はもちろん，四国・本州のセノマニアン
の浅海生貝化石相を観察し，その都度共著あるいは単著でその古生物学的記載やその生層序などに
24‥‥‥‥‥万　‥　‥‥‥‥1高知大学学術研究報告プj
ついて公表し七き九ノその結果√＼いずれyも七ﾉ＼
のﾔＬｉｎｏtれｇｏｎｉａ駈ｔａｍｕｒａｉ.＼四国佐川:戸宮原層
Ｐｔｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtilotｒｉｇｏｎ,岫ノtａｍｕｒai,.･Ｐ･L･.･（j
などの三角貝類φなかには地域的な特徴種が若･
=の二枚貝相は殆ど同÷の種群懲構成有れ七=い毎
最近,……筆者は北海道三笠地域聯末報告のj化石産丿
船層群)と共通するノセノレマyニアソ中期の二枚貝=
MS).………1‥‥‥‥　　　‥‥‥‥‥‥‥　‥
三笠地域の浅海生二枚貝群集と=して最も下位にl
ノ沢東方幾春別川北岸とその周辺の崖に露出|しても
　1　.11皿･　･･.･　●･･.･ ●･　　匹　・　.･■･･･ -･･･/ ･･ﾐゝ･　･.¨.･･･Aｎｉｈｏｎｙａ ｉｆｌｐｏｒｔｉｃａ,しＰｔｅｒｏtｒiｓｄｒｄａ上(sユ.)j
ルト質砂岩中に厚さｌｍ余りのﾚﾚｙズ状密集層
つけることが出来ない)ト化石内容かみは七ソヅj
浦層群φ上部層付近の化石内容=に同じ)上上･め;･I..･も･:万.J･り
Hｅtｅｒｏｔｒｉｇｏｎｉａ:(s.s.)トｓ岫<ovalisのみ＼の密集層
ごの産地よ抄=も東側にあ､り√位置的には上位に
kｍの地点……(現在の三笠自然史博物館よりﾉも約30Q加東方の:道路
には下部で:暗灰色シルノト岩かﾀﾞら上部首細粒砂岩（ソ半半岩辞=,4
のシル･ﾄ岩か石心Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉa kobaりａｓhii.･:（?･とﾂI･恥.lla･φ･4･j｡1｡･ﾔ万丿
Ｈｅtｅｒｏtｒｉｇｏａｉａ　ｓｅｔ切昿吐尽とが√◇Cま4ま現地生辰紅卜産状岑示ﾙ･
群にはすでになく
よい御船層群下部層や高知佐川四宮原層に近ｿ4
のこシノレ△ﾄ岩直上φ砂岩か=らはBiｒｏｓtｒｉｎａ＼tａｍｕｒ肌ﾉ(ｲﾚﾉ……：セj ﾔｼﾞ
観には矛盾はない√…
………………………＼ノ＼＼………/……ljl= .･J:.:.･
　Tashiro (1995 MS) ffl幾春別トリイ沢・桂大橋=φ二枚貝群
含めさしらにそめ上位を示すセノ々=ニアツ中期以降慨化石群竹j
　＼こ･の部分か/，さらに上位･に位置す右と思われ〕岑二枚貝群集:l
西側からダムの南側＼(湯ノ沢南方)ノペ延びる道路上の採石場ｽﾞ
Iｒｉｏｃｅｒａｍｕｓ……tｅｓｈｉｏｅｎｓiｓ帯の二枚貝群が出るに.犬＼ﾉ………y=j]/jﾌﾟ:ノ……万二万 :万::に :万1万::万
　幾春別支流の三ﾉﾉ沢で/は上･上下流にかか:/る小橋ﾚの偶作露=i
*yabei帯))からチュレロ]ニアレン=び.=･し･tｅ峨･g
.り･ｅ旭
ぺ~･まででtZ£･.il.･ふ.j･　.-一一　j-・、J~1･:、　iS　≒･T･一・　　･.・ ･.‥‥‥:.･･.･
の採集∧は充分やよプていないが√ﾉ
Aｐｉｏtｒｉｇｏｎｉａ〕ｍｉｆｅａｓａｅｎｓiｓﾉ(共に三角貝)＼を
までφ間からﾉは蚕卵トsp.,……ＧりｃｙＴｆｉｅｒiｓ　ｓｏ.今得七四]み=ﾌ
ではなくｹﾞ当時の調査目的が異なデて=いただめ).万万･ﾉ………………∧………ﾌﾞ………I･I
　チよ口三ブ=ンの二枚貝層に関しては,ニ北海道柴|
存在が知られる地域の九州φ大野川層群下部層子==|
があﾉるく∧ら尚い懲,トごめなかで浅海生二枚貝類が多j
　チュ白し≠アｙめ二枚貝群体ゼノ々午アソの種群丿
沢)〉の?ＯＧｅｒａｒｍtｓﾚtｅｓｈｉｏｅｎｓiｓ帯か/らの二枚貝化
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瀬層でも全く同じ現象が観られる（詳細は田代1993参照）．ニ　　　上十＼　……　　＼　ヶ
　1.･fiobctｓｕｓｅｎｓＬｓ帯で化石相が変わってしまっていることは北海道･上四国の例で明かであ:り，材
料は不十分ながら,犬九州大野川層群でも矛盾しない．上しか七，厳密にはチュロ,ニアンのどの付近に
変換点があるのか,いま一つはっきりしない.四国で壮=I.　hobetｓi£ｓｅ几ｓiｓ帯の下位のIレｒａｍａｒcfei√I.
（Ｍｙtiloideｓ) sp.が産出する部分にはセノマニアン.型の貝ｲﾋ石･（Ｇりｃｙｍｅ八ｓ（Ｈａｎａｉａ）
ｈｏｆｅｆｅａｉｄｏｅｎｓiｓな/ど）が出る．また九州でもI.　hobをtｓｕｓｅｎｓiｓ産出地点（野田1969)より僅かに下
位（竹田小富士）にはＰtｅｒｏtｒｉＨｏｒｔia feofｕjienｓiｓ(Tamura, 1978)が知られる／北海道での7ﾚ
hobetｓｕｓｅｎｓiｓ帯の下位の二枚貝類については沿洋生のＥｎtoliｕｍ　ｏｂｏｕａtｕｍ上に混じってチュロニ
アン以降で多産するＥ八ph丿ａ　ｓp.が出ている．恐らくとの部分がその変換点ヒあたると思われる
が，ナンモナイトによる区分でもセソマ土アンー.チュロニアン境界付近の地層の上部の部分にあた
る=と言う程度で，明確でないようである(Matsumoto and Takahashi,△1992)レ　　つ　十　ト
　三笠層の二枚貝群集が西南日本の白亜紀中期の群集とは同時代の同環境の‥群集であれば,ト特殊な/
例を除けば共通していること＼を主張七てきた．しかしながら√それらの化石相は地層の一部が偶然
に類似した部分での結果であって，それぞれの堆積盆に形成された地層全体φ堆積環境の推移につ
いては，北海道と西南日本では相当に異なっている1　　･･　ト　ダ　ニ：レ･．　ヅ　　＼　ノ　∧
三笠層の堆積環境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　筆者の三笠層の二枚貝化石産地の観察は，三笠市幾春別一桂沢ダTムルートい三ノ沢ルー＼ﾄが中心
であって，その他の地域は地域の化石愛好者や若手研究者採集標本の化石同定協力時に得た知識や，
九州大学に保管（一部熊本大学に移管）されている速水　格博士採集によ石標本・高知大岡村　真
博士による佐久地方の標本（熊本大保管）の観察･/東北大標本館jの矢部・ﾉ江原両先生の記載標本の
観察などによるものである．　　　　　十　‥　十　　ト　ニ　　　　：　　　犬　上　十Ｉ　／
　西南日本のﾚ白亜紀中期の地層で,し含化石層の堆積相を時間軸に沿って観察出来る地域は中九州の
御所浦・御船層群と高知の物部地域の外和泉層群（吹越・永瀬・カジ佐古層）犬があるがに水平的な
堆積層の変化をも考慮すると中九州の地層群だけと言う上こ七になる．西南日本の白亜系首はアプチ
アン後期－アソレビデンまでは，中九州の先外和泉層群を除けば二般に暗灰色泥岩優勢な堆積相で特
徴付られているが，アルビアン末期からチュロニアンまで粗粒堆積相が卓越し，それぞれ汎世界的
なアルビアヅの海進（宮古海進）期からセノマニアンの海退斯に呼応している√ダ　　ト　＼
十アルビアン末期からセノマニアン前期にかけてはデルタ前縁部をおもわせる御所浦層群では√デ
ルタ形成に伴う堆積相の変化レつまり浅海一汽水一陸生貝化石相が繰り返し発達しているが√恐ら
く当時の大洋沿岸部に形成されたﾚと考えられる物部地域の外和泉層群では，単純な中一細粒砂岩と
シルト岩のおおまかな交互層から形成されている．＼＼犬…………:　　ﾚﾉ　　　　　１　＝
　セノマニア：ン中期以降最も海退か進み御所浦層群では陸成］汽水成相が卓越七，御船層群は陸成
層に変わり，大分大野川層群では赤紫色砂・泥岩とチャネル性陳岩層が分厚く交互する独特な堆積
相を形成し，物部地域の外和泉層群では，この部分に御船層群に特徴的な汽水生貝化石が密集層を
造って挟まれている.･･.･.・.　　　.・　　　　　　・.･･　　　　　･.･.　･.　･.･.･・.万　　‥‥‥　‥‥
　このように御所浦・御船の両層群の化石相・岩相変化とざらに大野川層群‥･し外和泉層群めｲﾋ石相・
岩相変化を総合すれば，デルタ形成地域（御所浦･.御船），デルタ外緑部,（大野川），沿岸性堆積相
（外和泉）と海進I･海退に伴う水平的な化石相・岩相変化が，明瞭に再現方れていることに気付く．
犬しかしなが=ら，三笠層を含めた中部蝦夷層群では，浅海生貝化石を伴う地層群の時間軸ｉ水平面
に伴う化石相谷･岩相変化に統一性がなく，その変化も明瞭に現れていないと思われる．三笠層と同
じセノマニアンーチュロ=ニアンを示す西南日本の白亜系では，各地で若干の違いはあるもg）の,:そ
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れぞれそめ環境変化;し時代の経緯に伴う1連続ﾚしだ動牛
分布すしる同時代の堆積層√〉例え]ば夕張ダコタヅベツソjﾚ･
在殆ど産出の報告ぱないが,ノ矢部・:長尾ご,＼江原先生な
の浅海生二枚貝相を産出する地域は殆ど存在しなトレ
ロ二アン‥の各層準ごとの二枚貝相全部が連続的宍に観/G
けているご.ﾄ/また同七時代々化石相が観霧れた:として/4
二三笠居心二枚貝群集と西南日本の同群集と/の附に/Cﾚ
いが上げ白れるﾚ．三笠層の含浅海生二枚貝群集岩体4j
ス類:もかな＼り混入しでいるが,ニ西南日本で喊＼浅海二
ス類が産出するごﾚと]はjあまりﾚなぐ,ﾄ∇その産出が
　　■■-㎜　■　㎜■㎜■　　　■　■■　　　　■　　　　　　■
あるし例えば物部地域の:外和泉層群吹越胆四浅海生貝
完全な千ﾉ＼ゼラ万ムズレ(１□ＣＯ　ｎｅｅ几tｎｃｕｓ)=標本は
中期の密集層か宍らはア：ンモナ=イトが２個体で,……イj
･I♂y-･. ･==･･〃Ildy=-･　－･..　　　　　.
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特徴づけられる部分はタービダイト相中に挟み込まれた極浅海・浅海・浅深混在の陸棚生動物相を
取り込んだ複数の巨大なブロック状の岩体をなしているように見える．その岩体には陸成堆積相を
も示す赤紫色堆積岩も存在することから，単なるス下一ム性の小規模なものではなぐ，また,し同一
時間面で，場所によっては混入岩体の形成場が異なる動物相をも含み√混入時間をも異にするよう
な（時間軸・同時間面での統一性がないこと），かなり大規模な混入過程を経て移動した岩体を推
定する必要がある．今後の堆積学的・構造学的成果が期待される．　　１
上部蝦夷層群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　十
　ここでは三笠層の上部に重なる泥質岩優勢なコニアシアン以降のタートビダイト性の地層群を上部
蝦夷層群と解釈して記述する．‥　十　　　　　　　　　　　　　　　‥ト
スランプ相の二枚貝化石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧　‥
　暗灰色シルト質泥岩一泥岩を主体とする地層群であり，動物化石はアシモナイトやイノセラムス
類，公海生・泥底生二枚貝類が主である．しかしサントニアン初期犬（アペシナイ・浦川など）とカ
ンパニアン初期（コタンベツダ･佐久ｉ浦川など）の部分には含傑泥岩を伴うスランプ相が発達する
地域があり，その部分に浅海生二枚貝と公海生・泥底生二枚貝が混在する化石層が発達する．サン
トニアンの産地としては佐久の学校沢，アベシナイの境沢などがよぐ知られている．刀lycyme八Ｓ
（Ｇりｃｙｍｅ八砲）ｎａｇａｏｉ, Ａｐｉｏtｒｉｇｏれia miれｏｒ， Ａｃｉｌａ（Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ）∧ｈｏｋｆｅａｉｄｏｅｎｓiｓ，　Ｓｏｌｅｍ;yａ
ａｒigｕｓtｉｃａｒｄａtａ,　1vａ几ｏｎａｉ元Ｓ ｓａｃｋａｌｉｎｅｎｓiｓ,　Ｅｚｏｎｕｃｕｌａｎａ Ｔｎａｃtｒａｅｆｏｒmiｓなどの殻が残った保存
良好な標本が得られる．化石のこごの産状は含傑泥岩の傑の一つとして挙動したと思われ，配列の
規則性はない．この産状は西南日本の姫浦層群のサンドニアヅのスプンプ相か/らの産状によく似て
いるが，姫浦ではしばしばイノセラムス・アンモナイトを伴
よ
う点て異なる．　　　十　　　く
　カンパニアン初期の産地としては･コタンベツ・様似･.:富内・佐久地方で観察したことがある∠ア
ン毛ナイト・イノセラムス（Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ ｓｏｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ.十Ｓ. ｏｒｉｅｎtaliｓ, 　Ｓ.
　ｎ昭江（）fなど：
Ｓｐｈｅｎｃ）ｃｅｒａｍｕｓ類の分類にっいては再検訂の必要あり）に混じってＭｉｃｒｏtｒｌｅｏｎｉａspp.,
Ａｐｉｏtｒｉｇｏｎｉａ ｃｒａｓｓｏｒａｄｉａtａ,　Ivａｎｏｎａｕiｓ bｒｅｕiｓレＭｙｒtｅａ　ａｎｇｕlaｒ iｓ,　Ｅｚｏｎｕｃｕｌａｎａ ｏｂｓｏｌｅtａな
どが出る．この産状は愛媛県松山の和泉層群基底部の産状に化石内容も含めてよく似ている．鹿児
島県甑島の姫浦層群上部亜層群にもよく似た化石内容の産地があるが，ここではイノセラムス類を
欠く．　し　　　　　　　　　　　　　　　ｙ　　　　　　ト
　サントニアンとカンパニアンでの含化石スランプ相の違いは，前者比はアンモナイト・イノセラ
ムス類を殆ど含まず，スランプ疎か大きい．一方後者では場所によってはルーペを使用しなければ
スランプ相の存在が見分けられない所がある．しかし，この観察結果は現在知られている数少ない
浅海生二枚貝化石産地をもとにしたものであって，この両時期のスランプ相は基本的にば同じもの
であり，共に似たような環境で形成され允と思われに見かけ上カンパニアンのスデンプ相がより沖
合いでの形成場を示しているが，今後調査が進めば，サントニアンにもカンパニアン型のスランプ
相や，その逆のケースも観察出来ると思われる．これらのスランプ柑は局地的な造構運動によるも
のではなく，急速に進行してきた浦川海進の過程でもたらされたものであろう．　　　‥　十
タービダイト相の二枚貝化石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　十
　三笠地域の幾春別支流の四沢，留萌地域の古丹別の∇コニアシア∧ンを示す部分にはI几ｏｃｅｒａｍｕｓ
晩ＵＣりｉｍｅｎｓiｓの密集層が観られる．早川(1990)は,つこφ密集層の考察かりI.　ＵＬｕａｊｉｍｅｒiｓiｓの生
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浩司博士の案内で現地を観察する機会を得ている．コ　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥==…　………
十このl. inｕａｊｉｆｎｅｎ,ｓiｓ4ヒ石層は数層準に発達していて（普通,＼厚さ数10cm√水平方向には数ｍ－10
数ｍφレンズ状の規模で葉理明瞭な暗灰色泥岩中に本種のみの密集層を形成している．同･→のレン
ズ状密集層中のI.　ｕlｕａｊｉｍｅｎｓiｓは同じ大きさに成長した個体が濃集していて，恐らく伺世代のコ
ロニーを形成していたと考えらjれるレ周辺の岩相は暗灰色シルト質泥岩が断然優勢な砂岩･ﾄ泥岩の
タニビダイト相であるいイノセレテムス以外の貝化石は四沢でＤ'yｄｉｍｃ）ぷSp.のみの密集層令観察
した事があるレ　　し　　ト　　　　　　〉　　　　　　　　犬　　し　‥‥‥‥‥‥‥‥‥:　　　　　　尚
十サントニアンから力ｙパニアツのタービダイト相から知られる化石の大部分は石灰質ノジjユール
岩塊から産出することが多く，アツモナイト・イノセラムス類のなかにＭ:ｙｒtｅａ， Ｅｚｏｎｕｃｕlaｒ!ａ，
Ｌｅｉｏｎｕｃｕla,　Ｐｏｒtｌａｎｄｅａ,　1＼Ｔａｎｏｎａｕiｓなどが含まれているレサツトニデンの種群がＭ。をｚｏｅｎｓiｓ･，
Ｌ,　foｒｒｒioｓａ, Ｅ.　ｍａｃtｒａｅｆｏｒmiｓ,　Ｎ. ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓﾚに対して,ノカツパ平アンではＭトａｒtボａｒiｓ,　Ｅ.
obｓｏｌｅtａ，　Ｎ.　bｒｅｕiｓ,　Ｐｅｒｏｐｌｏｍａsp. と時代経過に伴=う種群の交代が認められるトまたノジュ¬
ル以外からも極稀に産出するイノセラム不を除く二枚貝類には了）ａｒｕａｍｕｓｓiｕｍ ｙｕｈａｒｅｎｓｅ.
Ｎａｎｏｎ,ｏ,i)iｓ　ｒpp･√Ｓｏｌｅｍｙａ　ａｎｇｕｓtｉｃａｒｄａtａ,Ｐｏｒtｌａｎｄｅａ:spp.〉等の遊泳生:･泥底生の種群が得ら
れる．　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　尚　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥　‥‥‥
　イノセラムス類はI.　ｕｗａｉｉｍｅｎｓiｓに観られるような密集層,：タービダ千卜相中に散点的な産出,ダ
ノジュール中にアンモナイトや他め二枚貝に混じった産出，あ:るいは他の浅海生貝化石も混えたス
ランプ相からの産出とさまざまである. 　I. ｊａｐｏｎｉｃｕｓ,/. e.加ｅｎｓiｓは大きぐ成長した個体が散点的
に出る事が多いが，そめ産地周辺には同一種個体が比較的多ぐ見つかる．ノノジよール中のイ
‥ノセラ
ムスにはＳｐｅｒioｓｅｒａ汀し揺ｓ几(１１£ｍａ几･ni, S. Ｏ八ｅｎtailｓ,ニＳ.　ｎａｓａｏｉ，犬Ｓレｅｌｅｇａｎｓなどの比較的に小型の
種群で，それも幼形から成長中期にかけたサイズの標本が多い.ニスランプ相中には大小さまざまの
成長過程にあるイノセラムスのしかも断片的なもの多くﾀﾞが含まれるレ　　　　　　　　犬
上部蝦夷層群の堆積環境　〕　　　　　　　　……
づ
‥　‥‥万　　　ノ　　　　　　尚
　上部蝦夷層群に観られる二枚貝化石は２ ・３の同属異種＼（地理的個体変異か地理的隔離による類
縁種の可能性が強い：例えばＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ ｌａｐｏｍｃｕｓとI.　h-ｉｇｏｅｎｓiｓ,　ＧりりｍｅＴＴ-ｓ Ｔｉａｇａｏｉと＼Ｇ．
ａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓ,　Ａｃｉｌａ（Ｔｎｔｎａｃｉｌａ）ｈｏｆｅｆｅａｉｄｏｅａｓiｓ＼と人（7こ）ｈｉｍｅｎｏｕｒｅｎｓiｓ)＼を除けば殆ど西南
日本の大野川層群・外和泉層群
I
･姫浦層群･和泉層群の同時代の部分め化石群と共通する．もちろ
ん東北地方の白亜系も論外でぱない．コニアシアン以降力ｙパ午デン初期までの日本の白亜系はほ
ぼ同一の動物相を示していると言える．上部蝦夷層群の岩粗め堆積学的な考察からは√浅海陸棚成
の堆積相は皆無に近い（カンパニアンの部分，例えば小平や富内大曲付近には幾分沖合い陸棚成と
思われる砂岩優勢な部分があるが，細かく観察すると頻繁にスランプ相を挟んでいる）レ
　西南日本の白亜系，特に中部蝦夷層群から上部蝦夷層群に柑当する部分が比較的によく分布して
いる四国物部地域の外和泉層群と中九州の御所浦・御船・姫浦層群では,ニセノマニデンーヂュロ４
アン海退期の進行･後退に沿って変化する陸・汽水・浅海生動物相，コニアシアンこカンパ土アン
初斯の急速な浦川海進に対応したタービダイト相とその進行に併せて発達するスランプ相のそれぞ
れに伴う海生動物相として観察出来るが，北海道白亜系首は確かに海退期には三笠層に観られるよ
うに浅海生貝化石群は部分的にはみられる/ものの,犬全体としては全堆積相を通してアンモヂイトや
イノセラムスで代表される陸棚外緑部に近い沖合い堆積相と考えられる．西南日本のセノマニアンー
チュロニアンでのアンモナイト類化石に乏しい環境は恐らくその堆積場が北海道とは異なったデル
タ･一浅海陸棚域にあったことは確実であり，まれに泥質岩に富む部分に例えば獅子島の御所浦層群
ﾀﾞ30‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥高知大学学術研究報告二第43巻…………=jy (1994年卜万自ﾌ然科学j……;1………:で………………:………=……1=ﾀﾞ……=犬上…………
の二部のように√十次的に北海道白亜系の堆積環境近卜位置拡達ﾚし………だ一部分jTでは……万万=Ｂｄｒｕdftｕtｓｓiｕｉ
Ｎａれｏｎａｉ元Ｓﾚに混七万プで数種のケ.ｙゲモナイ……==ﾄ･が出す卜聡＼(八面仙（ｼ･yｿ串原…………田代米松田ﾉよ9邸)｡∇………
　西南日本でのセノ犬マ土アンヴチ耳ノロニｙンの境
られる地層群で占めら〕れているため√最近話題砿
すでに幾度か指摘しでい=るように本邦でぱＭｏｃｅｉ
に,し大きぐ動物相が変わ９で卜か(田代才98肘＞
求する必要があるﾚ:のぐかも知れない．堆積相小ﾌﾟら√こj
する蝦夷層群での詳査が必要であろう∠既に平野てj
相中辻観/られる貧酸素環境について√ﾆその存在が指j
のヂュ６ニゾアン＝サン･トニアンの部分にはパイ
分かいだるところ存在するので√アづヤづ検証
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函淵層群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●●●●●●　　　　　●●ト　　　　　犬
　函淵層群は上部蝦夷層群に重なる粗粒岩優勢な地層群であるレ遠別・穂別・富内・トッペッ地域
によくづ発達している．函淵層群の模式地は夕張の函淵峡谷であるが，本邦の層序区分のヘトナイの
地名は穂別地域の富内（旧辺富内）＼に由来する．夕張と富内の函淵層群の間でも若干岩相･層厚が
異なる（前者でややシルド岩に富み層厚400m足らずであるが，後者の富内懲は砂質岩が優勢で800
m程の層厚を示す．但し穂別ではやや薄い）ように地域によらてかなりの変化がある．　レノ
　函淵層群分布地域では，各地から多くの二枚貝化石が産出しているが, Nagao and Otatu血ｅ
(1938)の記載論文以降，三角貝(Kubota, 1952;
Tashiro, 1978)や不ノセラムス(Matsumoto
et al. 1992) や数種の二枚貝(Tashiro, 1978;ユ994)辻関する断片的な記載論文ばあるものの↓＼
総括的な研究は成されていない．筆者の手元には芦別・穂別・富内，トンベツなど各地か:ら採集し
たかなりの量の函淵層群産二枚貝化石標本があるが,十保存がよぐないこととにクリＴニッグが困難
なことで，手付かずのまま放置されている状態である.＼標本の産状は上部蝦夷層群の場合とは違っ
てレ殆ど現地生か，浅海陸棚域での掃寄せ状の密集層を形成していこる/.万……上部蝦夷層群までの二枚
貝化石は，東北・西南日本の種群と殆ど共通するが，函淵層群でぱ似た様な属構成からなるものの;
種のオ¬ダーでは異なる種群，例兄ばＹａａｘｉｅｃレｄｅｃｋｅｉｎａ√yvａｎｏｎａｕiｓ
ｅｌｏｎｇａtｕｓ. Ａｐｉｏtj-ｉｇｏｎｉａ
ｈｅｔｏｎａｉａｎｉtｓ，　Ｇりｃｙｍｅ心CGl:ｙｃｖｍｅｒitａ）aii.　ｉａｎｏｎｉｃａ, Ｆｅｎｅｓｔｒｉｃａｒditａ
sp,, Acila (Tru.ｎｃａｃｉｌａ）
fietｏｎａｉｅｎｓiｓなどが加わる．また西南日本竹は観られない種属も若干加わうて来るト多くの未記載
種の検討が進めば，とれらの違いはもっと具体的に表現できると思われる．　　　　△
　函淵層群は上部蝦夷層群の海退相とも考えられる様に，両者間には顕著jな不整合は存在せず，漸
移相を伴って交代するか軽度の非整合関係にある．筆者は地質学的立場で上部蝦夷層群や函淵層群
を観察していないので，細かいことを指摘出来る立場には無いけれども,し函淵層群分布地域での上
部蝦夷層群は，上部蝦夷層群の最上部の地質時代が一致し＼なかうたりに函淵層群自体の分布量が地
域によって相当に変化していて，地域によって函淵群層群を欠吉第三系が直接重なる地域もあるめ
で,◇地域毎の詳細な化石相・堆積相・地質時代を同じ視点で検討しないと，研究者によって，それ
ぞれ異なる結論を引出しかねないおそれがある．また同一時間面を設定する場合√］本邦白亜系のこ
の部分はアンモナイト・イノセラムスの分解能が最も不充分な部分と思われることにも留意する必
要がある．田代ほか(1993)゜が和泉層群で述べた同一時間面を形成七ていると考えられる
ＭｅtａｐｌａｃｅＲtｉｃｅｒａｓ（アンモナイト）帯や，大型力キ礁も,し部分的に北海道でも観察しているので
（例え=ば芦別・遠別地域；松本, 1981; Tashiro, 1987),これらを北海道で広範囲に追跡できれば，
重要な時間面設定の材料となると考える．　　　　　　　　　　　　Ｊ………＝　　十十　　十六
根室層群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　＞　　　　し
　当時山形大学在職中であった吉田三郎教授採集の根室層群産二枚貝を見せて頂いたことがある
(Matsumoto and Yoshida,･ 1979).その後筆者も厚岸地域の根室層群の二枚貝化石採集を試みた
が，コンブノ森近くでＡｃｉｌｏ,sp。Ｎｕｃｕla(s.l.) sp.を得たのみで,∧吉田による採集地点からは何
も採集出来ず√周辺の岩相観察のみで退散した．なお,しこの２種ともこれまで,し白亜紀からは観た
ことが無いものである．この厚岸湾からコンブノ森付近の岩柑は灰色シルト岩のマトリックス中=に
巨大なスランプ性疎岩層・砂質岩層が不規則に繰り返し挟み込まれた地層である．白亜紀貝化石を
産出した地点はマトリックスめシルト岩ではなく，スランプ相の砂質yシ=ルト岩であるにこの地域の
異様な岩相は，当時調査中であった四国四万十帯の有岡層の含浅海生貝化石岩体によく似でいると
観察した記憶かおる．筆者は根室層群比ついては，この地域の観察のみで全く知識がないので，吉
田博士採集の標本から観たこの地域における二枚貝相を考えると，構成員化石種はＰｅｒｉｐｌｏｍｙａ
　3?　　……………=　　j万万　高知大学学術研究報告＜第脂を三郎聯年)……:j万J=白:然丿科学万,ﾚﾆ=ｹ∧＞ﾉ:=………=ニ=j〉‥‥‥　‥‥
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泉層群や天草下島＼4=甑島の姫浦層群上部亜層群=,=ﾉ:::ﾉ四国内有岡層……Iと共通歩,る種群竹あﾚ右L………万=士部は函淵
層群からﾉ:も産出してひる,犬……万最近め北海道東部回デ
夷層群（函淵層群とは異な）たプ:レ･ニト………1･こ1位置
まれた白亜系二枚貝相ばこ宍れまで記録した本邦
そめこと＼は根室層群の堆積は必ずしもく白亜系/占
有孔虫?＼ヂノイヒ石からの報告が万あ＼るよう士に古第
空知層群二……………j………………　………=I　………万
空知層群の分布地域に,………白亜系貝化石を含む
さﾀﾞれた歌登地域ホ戸几ンベツの三角貝ﾆ（Ｐtｅｒｏtｒi,
ノセラ=ムズ∧(Ｉｎｏｃｅｒａｒmiｓ･tｅｓｈｉｏｅｎｓiｓ?)◇などであj.1･るじL………j.･･=万･･.じ･.:j･j力.j｡::･し.･:
岩体;として存在七て/いる可能性が大=きい＼(坂本∧四㈲ぐし高知冰
から七いないので本論文で.は空知層群尚白亜系に往いﾚでﾚぱ削
西南日］本内帯の白亜系………………:……　………………
　）領家帯7=＼中九州のﾚ白亜系べ先外和泉‘j
本章め内帯の白亜系として取り=扱うぺき内容でお
比較上g）必要性か五Ti.jj｡前巻（皿rt 1) -で記季し七二本
門層群の==いわゆる非海生二枚貝相につい
学的岩石学的知識は数回の化石採集旅行での岩ﾎl
に知られる未記載=あ……る万1.1.ヽy･Cま同定不十分な汽水十
ぞの知識は小林丿鈴木･ﾚ前田ﾀﾞ･田村ら先達jに:よ
西南=白木外帯白亜系万と内帯白亜系の関係ヒつ=い
られているlので，以後そφﾚ対比論と古地理∧･I古
飛騨帯の白亜系手取層群
石川県j（岐阜県･ご福井県にま七がる飛騨山地にj分
群･ﾉ石徹白亜層群，ｹﾞ赤岩亜層群に/3万分さIれ万七tiるj
トや二枚貝(鳥巣層群/（豊浦層群と壮異なﾉる寒流･
層群と石徹白亜層群の上下関係は両者が直接接:し
化石群は同☆動物粗亡あくるIと言う観察=(田村,………↓:りj
1991)があ=るが√:両者間沈)正確jな対比は出来で卜
＝九頭竜川･石徹白川流域Tとは石徹白亜層群は九i
ある。石徹白亜層群の地質時代について↓………|曰くCjまj=
層序学的・同位体年代学的研究か/ら次第ぱ白亜紀4
ら山原諌岩･〉芦谷互層∧・ニ大淵諌岩……･伊月頁岩と重丿
淡水生の貝化石が知＼られ=る丁しごれ｡らの貝化石ピプ
室層群は,ﾄ蝦
層群に取ﾚり込
のと思われる．
す竹仁多ぐ=の
j………lによら･Tご.幸R告
ｙ]前期):ﾚ:やｲ
層に=関する地質
ぱづいでも無数
しておくらず，
しなこがら，=＼ﾉ最近，
石標本々産出が知
下位か]ら九頭竜亜層
ﾚﾑ]⑤系のすソモノナイ
ていｽを二赤岩亜
赤岩亜層群産貝
田√1961;東√
不整合関係で
年代以降の生
層群は下位か
1か〕らは汽水¬
にMaeda
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(1959-1963)などにより記載されてきたが,〉最近田村(1981,ト1990) (こよりこれまでの記載種の
再検討が加えられ，さらにそれらの総括的検討が行われた．　　　十　　　　十　十　尚　　∧
　手取層群と物部川勝群　　　　　　　　　＼　　．････．･　　　･．･･･　．＼　　　‥‥‥‥
　最近田代・奥平(1993)は徳島の物部川層群領石層相当の立川層からＴｒｉｅｏｎｉｏｉｄｅｓ tｅtｏｒｉｅｎｓiｓ
しの産出を報告，さらに田代(1994)は同層から草食恐竜（イグアノ才ン科：亀井節夫博士鑑定）の
歯化石が高知大学生により採集されたことを報告した．岩手県の大船渡層群の領石組当層からは
Ogasawara (1988)によるＰｓeitｄｏｐｈｒia ｒａａtｓｕｒ,れｏtoi，ﾉＶｏｇｄｏＴｉｇｉａｓｏ逗の記載があり，丑卜くは山
中の瀬林層からＮｉｐｐｏｎｏｎａ毎回'osekianaが知られる〉(Suzuki 1941).これらの淡水生貝化石は物
部川層群ではいずれもオーテリビアン？－バレミlアンの範囲にあり，いずれもまた手取層群石徹白
亜層群・赤岩亜層群から知られる．最近福井県の石徹白亜層群からはｲ〉グァソドヅを始め多ぐの陸
生は虫類化石が産出している（東1991).また広島大学生藤田雅人君採集の手取層群貝化石のなか
に領石層特有の皿■yopliolｕｓ tａｎａｆｅａｉTashiro (〒犬釘√sp.ぺ卜ｓｅｒａｉｃｏｓtａtａ(Agassiz):Yabe,
Nagao and Shimizu:」926) (Tashiroバ994)を確認した(1994年度日本地質学会於北海道：藤
田雅人講演）．これらの事実は，石徹白亜層群の貝化石密集層をはさむ伊月層と物部川層群領石層
の貝化石層（領石層上部層）とはほぼ同時代の堆積層である事を示唆している．伊月層の下位の粗
粒堆積相に相当する部分が，領石層下部層になるとすれば=，西南日本内帯飛騨帯の石徹白亜層群と
西南日本外帯秩父帯のj物部川層群の堆積は，ほぼ同七時期に始まっていると解釈できるレこの事は，
福井県南部伊勢地域の手取層群下位の野尻層中の篠岩疎かジュラ紀中期を示すとする宮下べ1990:
高知大修論）の結論とも矛盾しない．　　　　　･･・．･．　　･･．･．　　　．･．・　・．･．･･　１＼犬　　し
　最近の松浦・吉川ぺ1993)のフィツショントラック法による兵庫県東部篠山の手取層群相当層め
年代がほぼこの時代に相当(115-120Ma)することが報告されているが:，篠山層を手取層群相当
層と見なすか，関門層群（後述）相当層の一部と観るか問題があり，構造的な位置関係から観れば
関門層群に当たる可能性かおる．．･．･．･　　　　　　　．．　･･．･．．　　･．　･．　･．･．　　･･・．・・．　･･･．･
三郡帯の白亜系　　　　　１　　　　　　　　／　　　　：　　　　　　　　　　１　　＝　レ　　　〉　∧＼　　∧
　三郡帯にはジュラ系豊浦層群上に非整合関係で重なる豊西層群とそyの上位に重なる関門層群¨（下
位から脇野・下関層）が，山［］県から北九州地方に分布する√Hayami (1961)によれば,し豊浦層
群はライアス・ドッガーを主としたテヂス型動物群古されていて,＼手取層群めジュラ系とは生物地
理区を異にしたジュラ系である.十　……　　　　　∧‥‥‥　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥＝　ノレ
　豊西層群　犬　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　　　　　　　　　　‥‥‥　　　　‥‥‥
　傑岩・アレヂイ下質砂岩が主で，その中に優白色一灰色のシルト質泥岩･し凝灰質泥岩が不規則に
挟まれた層厚約700mほどの地層である．山口県吉母め海岸には本膳群の上半部（吉母層）が良ぐ
露出する．下半部からは植物化石の産出でしられている（清末植物群）が，ここ懲は触れないレ
　吉母層の貝化石については太田喜久博士による精力的な一連の研究があ肛〉「Ota,」959-1975),レ
田村(1981-1990)によ･る再検討も行われている．筆者も何度か現地を尋ね，化石採集を中心に調
査を行ってきた．主な産出二枚貝はＥｏｍｉｏｄｏｎspp・,　Iｓｏｄｏｒａｅｒａ,犬ＡｇｕielleaCYoshimopsis)十や小
型のカキ化石で，そ=の化石内容は熊本県田浦地域の川口層ﾉ（先外和泉層群）=や大分県の山部層（南
海層群），四国高知の南海層群美良布層上半部＝荻野層下部y ･:.徳島の同居群狸谷層や高知四万十帯
y 34‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥高知大学学術研究報告ト第特巻………f……=(旧94年)で=]し自然科学ﾀﾞﾌﾟ……:=:………∧万万=＼∧……………………;………
堂ケ奈路層,ト紀州の南勢層十(南海層群?ト)つな=どﾉとしよ]……=ぐ=似てい……る:=:j,j:=jjJ各地丿万の=:こ:の万ｲ=ﾋ石群を示す部分ﾉは層
序的にﾄぱ比較的心限られた.範囲に画くる＼ので,･･ .:吉母層回化石層……も･･=↓..･.万.ly･j･.万.･4.jま.･Cjで=･.同時φ.堆積層ﾚとみﾉてｹよいので
はないか=と思われるト‥ごとごろが南海層群や先外租泉層=群……:4.=.･=.=四.･一万･.･寸･層群･･の:本:層:.類･･似.･.･の.こｲ.万ﾋ:石万産I･出,一部分も
海生の示準化石を含まず確定的で=ない犬(田代ぱかし
ミアンを示すアソモナイ＼卜や二枚貝化石ﾉ(例えばF
てオヤデ子･ビアソつバレミ丿･ｙとするっ政が適切ｻで=4
物部川層群領石層とﾄは二枚貝化石の観点か)らみ岑g
関門層群士ﾚ……………j…………………………………………
十赤色盆地懲知られる関門層群の下半部の脇野
緑色め泥質岩に石灰質泥岩を伴う≫
灰質頁岩が発達すしるト化石層は下部層二(平石層yﾄ右q
生貝化石につ=いては太田喜久博士の長年わた‥る研究力
行われでき･だ:.‥田村･･(1990)も指摘.してい回るよう寸こﾅ
面装飾の変異も大き仁(廿しろ保存時に於ける二次t
態がうかみにくいので,＼歯板(噛合)ト構造ま〕亡吟味ｿﾞt
板目体観察出来る標本が少な.いト＼そ･れにも拘ﾉらず]
Ｐｓｅｕｄｏｐｈｉれａパノ吊ｐｐｐｎｏＴｉａｉａレ飽破伽噌収犬Ｐ伽4排
のかな万詳細な資料が得られてい＼るレ手取層群がﾉらﾉ4
こめ群集をＴＮＰ群集としてレそ頃対比の重要性を1
らの種についでは現在まで:に記載されてしいる分類群う
から=のj標本め観察は充分で＼はないが,/ごれま首聯観男
考えでよいと思うに……現万･在高知大学(菊池直樹君卜寸ｲ
宮層から多数の非海生二枚貝を採集し,＼そjの
る．若宮層の種は予察的には熊本の御所浦……･
態の種群くと思われる：ものがあるレなお詳細は別Sこ薦
の豊西層群がオーテリビダンーバヤミレアノの範囲す
アンにな〉るレアルビアン末期には／中九州の御所=渠
Ｗ萌･海面(千.石層)しや一Ｔｒｉｇｄｎｉｏｉｄｅｓ･･縦√(若宮雇
{御所浦・御船層群}が知られているかふである=ﾝ…………J=
＼関門層群は,=下位の豊西暦群を含めてよ中九州頻
先外和泉層群上に重なると考え=られる御所浦二:=御船
特徴づけしられた岩相,万同属仁所属する淡水生二枚貝
と同十堆積盆に形成された内陸湖沼･∧河川氾濫原揖
　ご本邦下部白亜系の二枚貝化石柑はに三宝山･/
灰岩やネ<リネず・厚歯二枚貝,エ:中部にはいわゆ
?????? ?
リナ石灰岩な:どで特徴づけ。らしれるテチズ型動物相=｡と言
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型でありながら前者よりも高緯度型の動物相（テヂス北方型）に２分される／この２型の動物群は
現在ほぼ同緯度付近に分布し，日本列島弧の構造帯区分上に平行した複列の配置を示し分布してい
る．この配置を説明するためには，本邦白亜紀以降のテクトニズムを考え芯必要がある．筆者は，
この配列の形成過程について別論文の形で詳しく紹介している（田代1994)ので√ここでぱ省略
するが，そこにモデル化された本邦の白亜紀以降のlテクナエズノムは本論文:(part 1 を含めて）の
日本各地の白亜紀動物相の解析を除いては成り立だない内容であることは言うまでもない∠
　本邦上部白亜系の二枚貝化石相のうち，白亜紀中期（アルビアン末－チュｐ=耳アン初期）＼の動物
相はテチス型動物群の発展型と見なすことが出来るが，白亜紀後期（チゴロニアン中期以降）の動
物群はカリフォルニア・カナダ西岸・カムチャッカなどめ動物群に類似=した環太平洋型動物群に急
変する．また，日本各地の上部白亜系動物群を地域毎に考察すればに北海道と西南日本とでば異なっ
た要素が加わっていること，その要素が緯度差を示すのか，地域的な構造運動＼（テクトニズみ）を
反映しているのか，こごの動物相を細かく解析することで推定でき≒る.犬また狭い西南日本地域内で
も微妙な動物相の違いかおり√その違いは忠実に地域的なデクトユズムに整合している．これらの
一つひとつについては，すでにそれぞれの動物相の解説と共に言及七でいるので重複は避けたい．
本邦白亜紀二枚貝の消長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　＼
　白亜紀二枚貝の生息環境は現生二枚貝のそれとはかなり異なっでいる．現生の二枚貝の知識で，
白亜紀の古環境の解釈は殆ど意味をなさない．こごの分類群が時間経過と共に如何にその生息環境
を変えたかを，細かい時代毎の堆積組とそのなかに産出する化石群の構成種属の変遷をつぶさに考
察することによってのみ，その解釈は可能になる.∧ぞの内容については本邦白亜系二枚貝の消長ぱ
関する報告として田代(1988)や利光ほか(1992)］のなかで既に記述したの竹省略するが，その内
容のベースになる二枚貝の全容は本論文に記したとおりである．筆者は√さらにいくつかの分類群
（例えば三角貝，イノセラムス，ナノナビス，大型力牛など）については，それらが時間の経過，
生息環境の変化と共に消滅，あるいは進展七ていく様子を細かくし観察七報告しかレ　　　　　　ト
　これらの報告の一つの中で，筆者が「海生の完水管型Veneroidは従来の通説とされるジ４ラ紀
のArctica類から進化したの惣はなく，白亜紀初期の汽水生Corbiculoidからの進化・発達が示唆
される」と言う新解釈を予察的に記述（田代1988)したj.もちろんその根拠は本論文で細かく記
七だ多様で，かつ複雑な本邦白亜紀二枚貝化石群の生息環境とその分類群を古生物地理的分布位置
に復元して考察した結果にあることは言うまでもない．．･
･．･．・　　　．．・ｊ
白図６は，これまでの記述をもとに日本各地に分布する二枚貝化石相に観られるVeneroid類を時
間の経過を縦軸に，堆積環境を機軸に，その発達過程を整理したものである．ここに属の代表とし
て図示したVeneloidのそれぞれの各時代の属種は，これまで記載された全種について歯板構造も
加えて既に公表（田代1992)七ているので，こごの種や属種の説明については省略する／
　本邦下部白亜系の２大二枚貝相，テチス型とテチス北方型の化石群集中の異歯目(Heterodonta)
二枚貝をみるとテチス型のなかにはアプチすンま懲ｖeneｒａｃｅａに所属する種群は,:吉母層・川口
層などに出るCorbiculoid,水管を持つＴｅtｏｒia，不完全な水管を持つＨａ"yｃむｍ伍ａくらいでレその･
種数もＬ　２と極めて少なく， lｓｏｃｙが浪巳,　Ｅｏｍｉｏｄｏｎ√Ｃｒｅｎｏtｒａｐｅｚiｕｍバｓｏｄｏｍｅｒａ,　Ｓｏｍａｃｕtｉｃａ
などの水管欠如型のArcuticacea所属の種群で占められている．一方テチス北方型では
Ｃｏｓtｏｃｙｒｅｎμバｓｏｄｏｍｅｒａ, Ｖｅｎｉｌｉｃａｒｄｅａ,　Ａｇａｐｅｌｌａ√ＩＳＧＣ如ｒｉｎａ.などＡｒｃｕtｉｃａｃｅａ所属の種群も
かなり観られるものの，汽水生種のＣｏｓtｏｃ-ｙｒｅｎａ,　Iｓｏｄｏｍｅｒａを除くと，あとは極稀な産出で，水
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たＧｏｓlｘｏｒａｉａ,　Ｒｅｓａtｒiｘなどめ海生完水管型Veneloidはアプチアンの浅海域に出現し，セノマニ
アン以降大発展する．一方下部白亜系までは多数の属種を産出したArcuticaceaの属種はアプチア
ン以降Ｅｏｍｉｏｄｏｎ,　Ｃｏｓtｏｃｙｒｅｎａを一部に残す程度（セノマニアンまで存在）で殆ど消滅する．
　この様に完水管型Veneloidの発達はｐａｒ七トおよび本論文中四化石リストを観れば判るように，
テチス北方型フ牙－ナに於て明らかに早く進行している事が判る．水管型Veneloidと水管欠如型
のArcuticacea類では，同じ生息環境（ニッチ）ではに後者は前者に対七明らかに不利に働いてい
ると思われる．水管型の貝類は海生より汽水生のCorbiculoidとして早く＼=出現しているので，白亜
紀初期にCorbiculoidがArcuticaのある種類より進化したと言う解釈は:，ジュ=ラ紀後期から白亜
紀初期の極浅海一汽水生貝類が初期にはArcutica類に支配され，後半ではＨｃりａｍｉｎａなどの原始
的Corbiculoidの出現（Ｈ（りａｍｉｎａをArcuticaceaのNeomiodontid卵とする意見もある）と入れ
替わ:る事実を含めて否定できない．即ち，完水管型Veneloidは直接Arcuticaのある種群から進化
したのではなく，ジュラ紀末から白亜紀初期の海退期の,/特に汽水域と言う堆積環境の変化のなか
で水管を持つことで,万深く身を隠して，外敵（捕食圧）に備え，かつ流量変化の著しい汽水環境の
外圧に構えた姿勢.を保･つことによって厳しい生息環境に対応しようとした原始的完水管型
Corbiculidが，次の海進時初期の浅海域には，その新たな能力を駆使出来る水管を保持した海生
Corbiculid =完水管型Veneloid,として進出したものであろう，その場合の環境への適応力は，
水管を持だないArcuticacea c比では無かったjと考えられる．その発展の場がデチス型動物群より
生息環境が厳しかったと推定されるテチス北型動物群に顕著に観られることも，恐らくその発展を
促す要素がテチス型より大きかったと考えられるし，アプチアン初期から汎世界的に広がる浅海域
に完水管型Veneloidが汽水から浅海へと進出するのに併せて，水管欠如型.のArcutica類が浅海域
から急速に衰退しているは，その推定を裏付けているものと思われる．　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉おわりに　　　　　　　　　　　．．　∇　　　ノ
ト本論文は本邦白亜系の二枚貝相を分類群の構成とそ=の古環境解析を主とした観点から区分し，そ
れぞれに区分された二枚貝群集の時間軸に伴う変遷や･,/その区分と古地理的分布との関連性を，白
亜紀以降のテクトニズムの解釈を加え，また，二枚貝相の観察事実から想定・推定されていたテク
トニズムの存在の実証，あるいは否定を加え，その結果組み上げられた本邦白亜系の変遷史と，そ
の変遷史に伴う二枚貝群集の消長から，白亜紀二枚貝類の進化・発展史などにTついて，いくつかの
新しい解釈や提案を試みたものである．　　　＼＼　　　　丿　　犬　　　　　　　十六　上
　本論文を草する陽あたり，これまで筆者の白亜紀二枚貝の総括的報告の上台となっｹﾞた拙著に快く
共著者として参加頂いた多くの方々，各地の白亜紀化石愛好者の方々，また高知大学理学部地質学
教室の筆者の研究室のもとで，白亜紀貝化石研究の最前線で協力して頂いた多くの学部学生・院生・
研究生・派遣生諸氏,上大型貝化石の研究とは異ならだ色々な地学的視点から協力あるいは助言を頂
いた高知大学地質学教室のスタッフの方々に，厚く御礼申し上げます．ニ　　＼　／
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